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要旨 
 『日本のふるさとことば集成』の沖縄県を除く都道府県のデータにおける終助詞ガを
調査し、生起する条件を話し手が知識を持っているか否か、聞き手が知識をもっている
か否かにより分類した。その結果から、奥田(1984)が共通語推量形について指摘した派
生が、ガの機能として派生している場合、推量形とガの複合体の機能として派生してい
る場合があること、共通語推量形が用いられない文脈への派生があることが明らかとな
った。 
 
 
1.断定形・推量形と終助詞ガ 
 日本語諸方言においては、終助詞ガが認められており、全国における終助詞を扱った
藤原(1986)は、九州全域、中国地方全域、四国全域（ただし徳島県、香川県では弱め）、
近畿地方全域、中部地方福井県・石川県・富山県・新潟県・岐阜県・愛知県、関東地方
群馬県・八丈島で用いられるとしている。個別方言の研究でももちろん言及があり、そ
のようなガ、およびガと他の終助詞の複合形を共通語と比較した先行研究には、共通語
のジャナイ（カ）に相当するとする記述（『群馬県のことば』p.40、『大阪府のことば』
p.53、楳垣 1938、楳垣 1972:63-64、朝日 2003 など）と、「やや強めの訴え」（『新潟県の
ことば』）、「軽い感動・詠嘆を表す」（『徳島県のことば』）、「主張・説得を表す」（『福岡
県のことば』）などとの説明とともに共通語のヨなどの共通語訳を与える記述が見られ
る。ひとつの方言の中に両方のタイプがあるとする記述もある（『都道府県別全国方言
辞典』「岡山県」p.267、朝日 2001）。『日本のふるさとことば集成』（以降『集成』）から
いくつか例を挙げる。(1a-b)はジャナイ（カ）、(1c-d)はヨ、ゾと共通語訳されている。 
 
(1)a. サーマワシヤ ナンカガ キヨッタガネー（島根） 
猿回しや なにかが 来ていたじゃないか  
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b. オシノノコリヤナ ト ワカッタルガナ。（滋賀） 
お汁の残りだな と わかっているじゃない。 
c. アルイテ カヨーマショッタガネー（島根） 
歩いて 通っていましたよ  
d. カタズゲネワネンダカ° ッテ サガムオンナ（岩手） 
片付けなく[て]はならないんだぞ」 って 叫ぶもんね。  
 
共通語ジャナイ、およびヨに相当すると言われるガは(1a-d)のような断定形に後接する
ものだが、推量の形式に後接するガが方言でも共通語でも見られる。 
 
(2)a. コガッシャッタラーガ（島根） 
脱穀されたでしょう 
b. ミンナ ソーヤットローガ。（福岡）  
みんな そうだったろう。1 
c. X9 サングレーノ モンダンベガナ。（埼玉） 
X9 さんくらいの ものだろう。2 
d. お前さんとあたしとは研究助手時代からの無二の親友でしょうが。（筒井康隆
(1990)『文学部唯野教授』）3 
 
断定形に後接するガと推量形に後接するガは同じ終助詞と考えて分析した。同じ終助
詞と考えるのは、(3)のように断定形に後接するガの現れる文が、(2a-c)のような推量形
に後接するガの現れる文と同じような機能をもつからである。(3a)の例において方言に
推量形がないが共通語訳に推量形が用いられ、(3b)においては共通語訳に文脈により推
量形と置き換え可能なジャナイが用いられていることからそれは明白である。 
 
(3)a. ウシノーヤ イーヨッタガ（島根） 
臼庭だ [と]言っていたでしょう？ 
b. ムギ コメー ツクッテルホーガ ヨッポド イー ナンツー ヒトガー  
麦[や] 米を 作っているほうが よっぽど いいなどという 人が 
                                                   
1 原共通語訳は「みんな そうだったろうが。」共通語で推量形に後接するガは苛立ちをこ
めて発話されるが、ガが多用される方言における推量形に後接するガは、そのような苛立
ちがない場合も多い。その意味では共通語訳からガを削除した方が方言のニュアンスとし
ては正確なので修正訳を与えた。 
2 原共通語訳は「X9 さんぐらいのものだろうがね。」(2a)と同じ理由で修正訳を与えた。ま
た、共通語で終助詞ガにネが後接することはない。 
3 国立国語研究所『現代日本語書き言葉均衡コーパス』から例を得た。 
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デキテキタガネ（埼玉） 
でてきたじゃない。 
 
 本稿ではそのような観点から『集成』の沖縄県を除く都道府県のデータにおける終助
詞ガを調査した。ただし、談話の流れを考慮すると共通語訳に修正が必要と思われるケ
ースが見られた。多くの場合は終助詞ガを逆接接続助詞ガと混同した結果である。一例
をあげると、次の発話は、故郷から離れた場所である人と親戚ではないかと問われて「そ
れは私のおじだ」と告げるものだが、逆接接続助詞と考えるよりは終助詞ガと考えた方
が談話の流れから見て自然である。 
 
(4) オ(ン）ヂヂャイカ° オ(ン）ヂヂャイカ°（鹿児島） 
原共通語訳：おじさんだが おじさんだが   
修正共通語訳：おじだよ おじだよ 
 
また、石川、富山、群馬、高知などでは準体助詞ガが使われ、特に石川、富山方言で
終助詞ガとの区別に注意を要する。(5a, b)のように準体助詞ガと終助詞ガの両方が見ら
れる例があるが、このような場合には指定の助動詞に前接するものが準体助詞、後接す
るものが終助詞であることが明らかである。 
 
(5)a. ミテモライニ イッタカ°ヤッタカ°（富山）  
見てもらいに 行ったのだったよ4  
b. ゲンプートユーノカ° アッタカ°ヤカ°（石川） 
元服というのが あったんだよ5 
 
 このような方言では、指定の助動詞が後接しないガは、文末の場合も他の終助詞が後
接する場合も終助詞ガと判断した。附録に修正訳の一覧を掲載した。 
 
2.ガが用いられる文脈の分類 
 特定の変種における特定の形式に言及する分析は、基準とする形式の分析に依拠する
こととなり、その分析の正確さに左右されることとなるので、共通語の特定の形式に言
及しない分析が望ましい。また共通語の形式と同じように、確認要求、同意要求といっ
た談話機能を用いて記述する研究（朝日 2001、松丸 2005）もある6が、このように詳細
                                                   
4 原共通語訳は「見てもらいに 行ったのだったのだ」。 
5 原共通語訳は「元服というのが あったのだが」。 
6 杉浦(2015)もそのような記述をした。 
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にそれぞれの方言を把握することは不可能である上に、特定の変種の中の複数の形式を
比較する上でも、複数の変種の形式を比較する上でも、共通点と相違点を明らかにする
ためには、様々なニュアンスの正確な記述の前に、すべての場合に値を決定できるよう
な要因を取り出して分析する必要がある。そこで、話し手がその事柄を知っているのか
知らないのか（推量しているのか）、聞き手も知っていると考えているか否か、という
点に絞って分析することとした。すると、当然次の四種に分類されることになる。 
 （話し手の認識）聞き手は
知らない 
（話し手の認識）聞き手は
知っている 
話し手は推量している A B 
話し手は知っている D C 
 
 諸方言におけるそれぞれの例を挙げる。 
A. 話し手が推量していて、聞き手も確実に知っているとは考えていない文脈。 
 
(6)  A:ムカシノ ミチワ アンマリ トール ヒトワ オルマイガナー 
昔の 道は あまり 通る 人は いないだろうね。 
B: オルメーナー（福岡） 
いないだろうね。 
 
B. 話し手が推量していて、聞き手が知っていると考えている文脈。(7)は、聞き手の家
の当時の状況を推量して述べたもので、推量形に後接する逆接接続詞ガも見られる。 
 
(7) ソレモジャロガ ヒトニ クレナットガ オイカッタロガ。（宮崎） 
それもだろうが 他人に おやりになるのが 多かっただろう。7 
 
C.話し手が知っていて、聞き手も知っていると考えている文脈。聞き手に確認を要求し
ている場合もあるが、そうではなく聞き手の同意を予想している場合もある。(8a)は推
量形に後接する例、(8b)は断定形に後接する例である。 
 
(8)a. イマ トレタ サンマオ ライネンノ ナツ ダスダローダガヤー？（愛知） 
今 とれた サンマを 来年の 夏[に] 出すじゃないか。  
b. ニゲル  マモ アーニモ アリャシネーガネ（埼玉）  
逃げる 間も 何も ありは しないじゃない。  
 
                                                   
7 原共通語訳は「多かっただろうよ」。 
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 共通語でガが用いられるのは(2d)で例示したように C の文脈だが、「聞き手が知って
いる」のではないがそれに近い、「聞き手が知っていて当然と思われる」場合にも次の
ように用いられる。 
 
(9) でも今ここでつっぱったって何の得もないよ、お互い。消耗だよ。インテリならそ
ういうことわかるでしょうが？」村上春樹(1988)『ダンス・ダンス・ダンス 上』8 
 
D.話し手が知っていて、聞き手が知っているとは考えていない文脈。このカテゴリーの
中で、共通語で推量形を使える文脈と使えない文脈があるため、便宜上この二つを区別
する。共通語で推量形を使える文脈を D-1、共通語で推量形を使えない文脈を D-2 とす
る。 
(10a)は D-1 で推量形に後接する例、(10b)の最初のガは D-1 で断定形に後接する例、
(11a)は D-2 で推量形に後接する例、(11b)は D-2 で断定形に後接する例である。 
 
(10)a. ウチヤニナー アゼ ツケロカ°ナ サキナ。ホイタラ アノ ミナミ   
[私の]うちなどにね 畔[を]つけるでしょう 先[に]ね。そしたら あの南[の方に] 
ヨメニ X41 サンカ°ナ ウチニ ツケタラナ  
嫁に[行っている] X41 さんがね [私の]家に [畔を]つけたらね  
コノヒトンチモ ツケルンジャナー9 （香川） 
この人のうちも 畔[を] つけるんだね 
b. オーユキガ フートネー モンペガ アーマシェンガ？ 
大雪が 降るとね もんぺが ないでしょう 
チョッコス マー キモノ カラゲテ ソッカラ トキヌヨート 
ちょっとだけ まあ 着物[を] からげて それから 時には 
サラテー スコイテ オオタワ アルカナ イケマセンガ （島根） 
／／／／ 手でかき分けて 大峠[を] 歩かないと いけないんですよ10 
(11)a. チョエト アニサン ミテモラエター コトガ アル チュオーガナ。（山口） 
「ちょっと 兄さん 見てもらいたい ことが ある」と言うんだよね。 
b. トント オックナ イー ヤツト カエテムラッタガナ（鳥取） 
すっかり 大きな いい ものと 換えてもらったよ。 
 
 また、「話し手が知っている」のではなく、「話し手が判断した」場合も D に含める。
                                                   
8 国立国語研究所『現代日本語書き言葉均衡コーパス』から例を得た。 
9 他の話者の相槌を省略した。以下の例も同様。 
10 原共通語訳は「いけないでしょう」。 
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行為の当否を述べたものがこれに含まれる。次の例では一度述べたことをさらに強く主
張する場合にガが用いられている。 
 
(12) ヒトツヤ フタツジャ マダ イケン。ヒトツヤ フタツジャ イケンガ。（広島） 
一つや 二つでは まだ だめだ。一つや 二つでは だめだよ。11 
 
 ほかにフィラーとして使われる表現に(13a)のように推量形に後接するものと(13b)の
ように断定形に後接するものがあるが、これらは除外した。 
 
(13)a. ナンジャロカ°ナ。キナズキジャッテ ヒニ ヒニ イクバー ナカッタロ。（香川） 
何だろうよ。杵つきだって 毎日 毎日 行くほどでは なかったろう。 
b. ウチラモ マー ナンジャガ トチュービャクショージャッタケー 
私たちも まあ なんだよ 途中百姓だったから 
ヒャクショーン コト ナンモ ワカランケー（岡山） 
百姓の こと[は] なにも わからないから  
 
すべての方言を通して A、B は推量形に後接する例のみで、C、D については断定形
に後接する例と推量形に後接する例があった12。つまり、話し手が実際推量している場
合には推量形が用いられていて、話し手が知っている場合に推量形と断定形の両方が用
いられている。 
 
3.『集成』における終助詞ガ 
『集成』の沖縄以外の文字化されたデータから終助詞ガを収集し、分析した。以下に、
終助詞ガの総数、断定形に後接する数、推量形に後接する数と、断定形に後接するガと
推量形に後接するガが A-D の文脈で用いられた数を示す。他の終助詞の後接の有無と
種類を（）内に示し、後接の終助詞と融合したとみられるゲは[]内に示した。どの文脈
で用いられたかという判断は与えられた情報から、もっとも蓋然性の高い選択肢を選ん
だ。なお、『集成』に収録されたデータの量は、記述に使われたページ数でいうと鳥取
県米子の 49 ページから、岩手県遠野市の 166 ページまで、地点によってかなり異なる。
そこで、それぞれのデータ量の目安として記述に使われたページ数を示した。 
 
                                                   
11 原共通語訳は「一つや 二つでは まだ いけない。一つや 二つでは いけないが」。 
12 『NHK 方言談話資料』には B に断定形に後接するものがあった。しかし、家に帰った
聞き手をねぎらう決まり文句として見られるもののみで、例外と考えてよい。 
(i)クタビレタガシ  マァ（山形県黒川） 
疲れたでしょう,  まあ 
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  ガ 断定形に後接するガ 推量形に後接するガ 
1-1 北海道 0 0 0 
1-2 青森 0 0 0 
2-1 
p.11-177 
岩手県遠野市 13 12：C 1（ナ 1）, D-2 
11(φ6、ヨ 3、サ 1、
ナ 1) 
1： 
A 1（ナ 1） 
2－2 
p.179－262 
秋田県湯沢市 0 0 0 
3-1 p.11-95 宮城県仙台市 0 0 0 
3-2  
p.97-183 
山形県東田川
郡櫛引町 
1 1：D-2 1（ノ 1） 0 
3-3  
p.185-254 
福島県大沼郡
昭和村 
9  9：C 1（φ1）, D-2 8
（φ7、ナ 1) 
0 
4-1   
p.11-116 
茨城県水戸市 7 7：D-2 7（φ3、ナ 4） 0 
4-2   
p.117-217 
栃木県日光市 0 0 0 
5-1  
p.11-101 
埼玉県児玉郡
上里町 
21 20：C 10（ネ 10）, D-2 
10（φ1、ネ 9） 
1： 
A 1（ナ 1） 
5-2   
p.103-230 
千葉県長生町
長生村 
0 0 0 
6-1   
p.11-105 
東京都台東区 0 0 0 
6-2   
p.107-188 
神奈川県小田
原市 
0 0 0 
7-1   
p.11-142 
群馬県前橋市 16 
 
15：C 12（ネ 8、ンネ
1、ネネ 1、ノ 1）, D-2 
3（ネ 3）（ほかにフィ
ラー、ネ 1） 
0 
7-2   
p.143-261 
新潟県糸魚川
市 
4 4：C 1（ネ 1）, D-2 3
（ネ 3） 
0 
8-1   
p.11-60 
長野県木曽郡
開田村 
5 5：D-2 5（φ4、ヤ 1） 0 
8-2   
p.61-152 
山梨県塩山市 0 0 0 
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8-3   
p.153-237 
静岡県静岡市 1 1：D-2 1（φ1） 0 
9-1   
p.11-66 
岐阜県中津川
市 
0 0 0 
9-2   
p.67-179 
愛知県常滑市 9 7：C 1（ナ 1）, D-2 6
（φ4、ナ 2） 
2：A 1（φ1）, C 1（ヤ
1） 
9-3   
p.181-252 
三重県志摩郡
阿児町 
9 9：C 8（φ2、ノ 2、
[ゲ]4）, D-2 1（φ1）
0 
10-1  
p.11-89 
富山県礪波市 21 19：C 8（φ5、ネ 3）, 
D-2 11（φ11） 
2：A 1（φ1）, C 1（φ1）
10-2   
p.91-162 
石川県羽咋郡
押水町 
4 4：C 1（イネ 1）, D-2 
3（φ2、イノ 1） 
0 
10-3   
p.163-250 
福井県勝山市 3 3：D-2 3（ノ 2、ナ 1） 0 
11-1   
p.11-100 
京都府京都市 0 0 0 
11-2   
p.101-202 
滋賀県甲賀郡
甲賀町 
14 14：C 5（ナ 4、ヨ 1）, 
D-2 9（φ1、ナ 8） 
0 
12-1   
p.11-97 
奈良県五條市 1 1：D-2 1（ナ 1） 0 
12-2   
p.99-196 
和歌山県田辺
市 
1 1：C 1（ナ 1） 0 
13-1   
p.11-118 
大阪府大阪市 3 3：D-2 3（ネ 1、ナ 2） 0 
13-2   
p.119-224 
兵庫県相生市 6 6：C 3（ナ 3）, D-2 3
（ナ 3） 
0 
14-1   
p.11-39 
鳥取県米子市 12 12：C 5（φ1、ナ 4）, 
D-2 7（φ1、ナ 6） 
0 
14-2   
p.41-133 
島根県仁多郡
仁田町 
26 22：C 14（φ9、ネ 4、
ナ 1）, D-2 8（φ4、ネ
4） 
4：B 1（φ1）, C 3（φ1、
ネ 2） 
14-3   
p.135-241 
岡山県小田郡
矢掛町 
48 35：C 4（φ3、ナ 1）, 
D-2 31（φ30、ノ 1）
（ほかにフィラー、
φ7） 
5：A2（φ1、ナ 1）, C2
（φ1、ナ 1）, D-2 1
（φ1）（ほかにフィラ
ー、φ1） 
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15-1   
p.11-119 
広島県広島市 14 13：C 1（ナ 1）, D-2 12
（φ10、ネ 2） 
1：C 1（φ1） 
15-2   
p.121-264 
山口県豊浦郡
豊北町 
26 11：D-2 11（φ5、ナ 5、
ノ 1） 
14：B 1（ナ 1）, C 9
（ネ 1、ナ 8）, D-2 4
（ナ 4）（ほかにフィ
ラー、ナ 1) 
16-1   
p.11-131 
香川県観音寺
市 
29 17：C 1 （φ1）、D-2 16
（ナ 16） 
11：A2（φ1、ナ 1）、
C 8（ナ 8）, D-1 1（ナ
1）(ほかにフィラー
1、ナ 1) 
16-2   
p.133-241 
徳島県阿南市 0 0 0 
17-1  
p.11-126 
愛媛県松山市 7 3：D-2 3（φ2、ノ 1） 4：A 1（[ゲ]1 ）, C 3
（[ゲ]2、ナ 1） 
17-2   
p.127-255 
高知県高知市 31 25：C 12（φ4、ネ 6、
ヨノ 1、ノ 1）, D-2 13
（φ3、ネ 9、ヨ 1） 
6：C 6（φ2、ヨ 4） 
18-1   
p.11-89 
福岡県北九州
市 
18 13：C 1（φ1）、D-2 12
（φ8、ナ 4） 
5：A 1（ナ 1）, C 4
（φ4） 
18-2   
p.91-173 
大分県大分郡
狭間町 
6 5：C 1（イ 1）, D-2 4
（φ1、ナ 2、ナーエ 1）
1：B 1（エ 1） 
18-3   
p.175-247 
宮崎県宮崎市 27 22：C 5(φ4、ナ 1), D-2 
17(φ9、ナ 6、エ 2) 
5：B 4（φ4）, C 1（φ1）
19-1   
p.11-104 
佐賀県佐賀市 20 0 20：C 19（φ19）, D-1 
1（φ1） 
19-2   
p.105-168 
長崎県平戸市 5 4：D-2 4（φ3、ネ 1） 1：C 1（φ1） 
19-3   
p.169-257 
熊本県球磨郡
錦町 2 
14 10：C 3（φ1、ネ 1、
ナ 1）, D-2 7（φ3、ナ
4） 
4：C 4（ナ 4） 
20-1   
p.11-112 
鹿児島県揖宿
郡頴娃町 
34 19：C 2（φ1、ニ 1）, 
D-2 16（φ12、ナ 3、
イ 1） 
15：A 1（[ゲ]ナ 1）、
C 14（φ8、ナ 3、ヨ 2、
ナハラ 1） 
合計  464 352 
（ほかにフィラー7）
103 
（ほかにフィラー2）
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4.結果 
 終助詞ガが現れる地点と現れない地点があるが、現れる地点の中では、佐賀県佐賀市
を除くすべての地点に断定形に後接するガが見られる。また断定形に後接するガが見ら
れる方言においては、山口県豊浦郡豊北町を除いて断定形に後接するガの方が数が多い。 
 以下、地域的な傾向を述べる。13東北地方では、最も関東に近い福島県および岩手県
でのみ見られる。岩手県方言については、近江商人との交易があったため、宮古と盛岡
に関西の影響があるという指摘がある（森下 1982）。また、本堂(1967)は「そろそろ、
学校へ行く時間だよ」の「だよ」に対応する形式として沿岸部で用いられるダガヨは「周
辺地域と無関係」としている。よって、岩手県遠野市の状況は、岩手県沿岸部に見られ
る関西方言的特徴と考えてよさそうである。 
関東地方では群馬県、埼玉県、茨城県に見られた。 
中部地方では石川県、富山県に多く、ほかに新潟県、長野県、福井県に見られる。 
近畿地方では滋賀県以外にはそれほど多くない。また、滋賀県以外では他の終助詞が
後接する。 
中国地方では広く使われる。 
四国地方では徳島県阿南市でのみ見られなかった。なお、『徳島県のことば』ではガ・
ガエ・ガエナ・ガイナなどが「軽い感動・詠嘆を表す」終助詞として挙げられているの
で、徳島県内での分布はさらに調査が必要である。 
九州ではすべての県である程度見られたが、ばらつきはかなりあり、宮崎県、鹿児島
県、大分県で多い。特に注目されるのは、上述のように佐賀県で多用されるが、それが
すべて推量形に後接するもので、他の県のように断定形に後接するものがなかったこと
である。 
 
5. ガの機能の派生 
 推量を表す形式を用いた文が「おしはかり」から「念おし的なたずねる文」へ、そし
てさらに「≪おしはかる≫という意味はもちろん、≪たずねる≫という意味もなくなっ
て、念おし性だけがのこっている」「たんなる念おし文」へと用法を広げることは奥田
(1984:65-67)で指摘されている。「おしはかり」とは話し手が推量していることであるか
ら、A の文脈に伴う機能である。「念おし的なたずねる文」では、話し手は推量してい
て聞き手は知識をもっているので B の文脈に伴う機能である。「たんなる念おし文（お
しはかることもたずねることもない）」では、話し手は知識をもっていて聞き手も知識
をもっているので、C の文脈に伴う機能である。とすると、この派生は A の文脈で用い
                                                   
13 杉浦(2015)では『NHK 全国方言資料』第 1-6 巻でのガを調べた。その結果も併せて検討
したいが、協力者の選定基準、談話採取の方法、時期の違いもあるので今回は『集成』の
データのみを扱う。 
日本語諸方言における終助詞ガ 
―『全国方言談話データベース 日本のふるさとことば集成』をデータとして― 
杉 浦 滋 子 
－11－ 
られていた形式が B の文脈で用いられるようになり、さらに C の文脈で用いられると
いう派生である。この派生はガが共通語より多用される方言でも起こるが、ガという形
式があると、談話の要素をガの機能として再分析することが可能となる。(6)は A の文
脈での例だが、推量形は推量のみを表し、ガが話し手の推量に対する同意要求を表すと
いう分析ができる。その再分析が行われれば、ガが断定形に後接して話し手が推量して
いない場合の同意要求を表すことができるので、(8b)のような用法が可能となる。 
ところで、C の文脈での発話（つまり話し手も聞き手も知っていることがらの提示）
が必要になる理由がナラティブの自然な展開である場合がある。つまり、ナラティブの
中で、後続の情報の理解のために聞き手が知っているがその時点で活性化されていない
情報の提示である。(14a)では「天気が非常によかった」ことを聞き手は知っているが、
稲の生育が遅れていたのが通常の生育に追いついたことの理由として談話の中で提示
の必要がある。(14b)でも「長崎の道が狭かった」ことを聞き手は知っているが声が両
側の家に届き、物を売り歩くことが可能だったことの理由として提示の必要がある。14 
 
(14)a. アトノ フガ エーコトニャ テンコーガ ガンガン テリマシタローガナ。 
後の 運が いい ことには 天候が ガンガン 照ったでしょう。 
ソレデ ドンドン ヤッポー ナンジャーナー。オイツイタ。15（山口） 
それで どんどん やはり なんだな。追いついた。 
b. モト ホラ マチノ ミチノ セボーゴザシタローガ 
もと ほら 町の 道が 狭うございましたでしょう。 
     ソレデ リョーホーニ キコエテ ヨカッタッテスバッテ（長崎） 
     それで 両方に 聞こえて よかったのですけれど  
 
(10b)の最初のガの現れる文も、後続の文の理由を示すものだった。 
次の例では話し手の家に炊事をする人がいることは聞き手は多分明確に知らないの
で、D の文脈で用いられるという派生が起きている。この場合も「妻が喜んでいる」理
由が提示されており、共通語訳から、共通語でもこの派生があることがわかる。 
 
(15) ソイケン ヨメゴガ オッケン マ マカニャーシテノ アローガ。 
それだから 嫁が いるから まあ 炊事をする人が あるだろう。16 
ソイデ モー ヨロコードッ。（佐賀） 
それで もう [妻は] 喜んでいる。 
                                                   
14 Szatrowski (1994)はデショウがこのような機能をもつことから、理由を表す接続詞へと文
法化していく可能性があると述べている。 
15 聞き手の相槌を省略した。以下の例でも同様。 
16 原共通語訳は「あるだろうが」。 
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C の文脈で用いられる形式が D の文脈で用いられるのは、理由と結果ではなく、(10a)
のように出来事が起こる順序を示す場合もある。共通語訳からわかるように、共通語で
もこの派生が起きていて、ここで D-1 とした。 
 共通語で推量形が用いられない文脈を D-2 とし、推量形に後接する例と断定形に後接
する例を(11)に挙げた。(16)にもう一例推量形に後接する例を挙げる。(11a)と同じ話者
が井戸掘りを話題にした発話である。共通語訳で「～んだよ（ね）」とされているとお
り、共通語のダロウは不適切となる。 
 
(16) ハエテミタ トコロガ エー ヤキガ デテナー。 
入ってみた ところが いい 土の層が 出てね。 
  ミズガ デョーガナ。ドンドン ドンドン。（山口） 
水が 出るんだよ。17どんどん どんどん。 
 
D-1 で用いられていた形式が D-2 で用いられるようになるという派生は他にもある。
共通語では D-1 で推量形と同じようにジャナイ（カ）も用いられるが、ジャナイ（カ）
の変種である静岡方言のジャン、大阪方言のヤンカが、話し手によるナラティブの中で
D-2 の文脈で用いられている（18b は佐藤 1990 より）。(18a)では共通語訳でジャナイを
あてているが、ジャナイは不適切で「～わけ」「～のよね」などが適切となる。18 
 
(17) a. 当時はもんぺがないじゃない。着物をからげて歩かないといけないのよ。 
b. うちが先に畔をつけるじゃない。そうするとこの人のうちも畔をつけるのよ。 
(18)a. ヘーカラ ナンダリ ニヒャクエンシカ ゼニ ニャーダイナー オキャーコデ 
それから なんといっても 200 円しか お金が ないのだよなあ お蚕で 
ヒャクエン オチャデ ヒャクエン トッテ ソノ ゼニデ カウダンテ  
百円 お茶で 百円 かせいで その お金で 買うのだから 
ドーシズ ナンツッタトコンサ アレデモ アノー ニヒャクゴジューツボバカノ 
どうしよう などといったところがね あれでも あのう 250 ツボばかりの 
ソノ  タンベツダダイナ。ソノ  タンボカ°。ソレン ニヒャクエンデ  
その 反別なんだよな。その 田んぼが。それが 200 円で  
カッタジャン ソン トキ。（静岡） 
買ったじゃない その 時。 
b. ハッチガナー。ダレクンノッテ ユーカラ 
ハッチ（あだ名）がね。「誰君の？」って 言うから、 
                                                   
17 原共通語訳は「出ているんだよ」。 
18 注に「『ジャン』は念押し・強調などを表す終助詞」とある（注 17）。 
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ンー、マダ ワカランケドナーッテ ユッテナー。ホンデナー。 
「ん、まだ 分からないけど」って 言ってね。それでね。 
サテンデ ショーケンガイシャ マワッタ カエリ サテンデ イッテテン ヤンカ―。 
喫茶店で 証券会社 回った 帰り 喫茶店に  行っていたのよね。 
 
6. 結び 
 本稿では、共通語推量形について奥田(1984)が指摘した派生が、諸方言においてガの
機能として派生していく場合と推量形とガの複合体の機能として派生していく場合が
あることを見た。また、共通語推量形が用いられない文脈での使用へと派生が起こって
いる場合があることも見た。 
 他の言語においても B,C の文脈で用いられていた形式が D の文脈で用いられるよう
になった例がある。英語の付加疑問文はイギリス英語、アメリカ英語で(19a)のような B
の文脈、(19b)のような C の文脈で用いられるが、イギリス英語では(19c)のような D の
文脈で用いられるようになっている(Algeo 1998:181)。 
 
(19)a. You don’t wear glasses, do you? 
（直訳）あなたは眼鏡をかけない、違うか？19 
（意訳）あなたは眼鏡をかけないよね？ 
b. It’s a nice day, isn’t it? 
（直訳）気持ちのいい日だ、違うか？ 
（意訳）気持ちのいい日だね。 
c.“I telephoned you this morning, but you didn’t answer.” “I was in the bath, wasn’t I?” 
「午前中に電話したけど出なかったね」「（直訳）私はお風呂に入っていた、違うか？」 
                 「（意訳）お風呂に入っていたの！」 
 
Algeo が(19c)を聞き手に対する苛立ちを表現する antagonistic「敵対的」用法としている
ことからわかるように、日本語とは異なる要因による派生だが、D の文脈で用いられて
いなかった形式が用いられるようになるという点では同じである。他の言語でも同様の
観点からの派生を考察していきたい。 
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と
　
思
っ
た
な
。
D-
2
02
-I
岩
手
p.
92
マ
ッ
タ
モ
ン
ダ
カ
°
ヨ
待
っ
た
も
ん
だ
が
ね
待
っ
た
も
ん
だ
よ
D-
2
02
-I
岩
手
p.
13
7
シ
ョー
シ
ュ
ー
　
カ
ガ
ッ
テ
　
エ
ッ
タ
カ
°
サ
、
招
集
[が
]　
か
か
っ
て
　
行
っ
た
が
ね
、
招
集
[が
]　
か
か
っ
て
　
行
っ
た
よ
D-
2
02
-I
岩
手
p.
16
2
ナ
ナ
ズ
ダ
ッ
タ
ガ
ナ
ー
7歳
だ
っ
た
け
ど
な
7歳
だ
っ
た
よ
D-
2
03
-I
I
山
形
p.
15
8
ソ
レ
バ
リ
デ
　
ネ
ー
ガ
ノ
―
そ
れ
ば
か
り
で
は
　
な
い
か
ね
そ
れ
ば
か
り
で
は
　
な
い
よ
D-
2
03
-I
II
福
島
p.
21
2
ソ
ノ
ク
レ
ー
　
ホ
ン
キ
ダ
ッ
タ
ン
ダ
カ
°
ー
そ
の
くら
い
　
本
気
だ
っ
た
ん
だ
が
そ
の
くら
い
本
気
だ
っ
た
よ
D-
2
03
-I
II
福
島
p.
21
3
ベ
ズ
ニ
　
ヤ
ン
ダ
ー
　
ド
モ
　
オ
モ
ア
ネ
ー
カ
°
ー
別
に
　
嫌
だ
と
も
　
思
わ
な
い
が
。
別
に
　
嫌
だ
と
も
　
思
わ
な
い
よ
D-
2
03
-I
II
福
島
p.
21
4
デ
ギ
ネ
ー
　
ゴ
ド
ワ
　
ネ
ー
カ
°
ナ
ー
。
で
き
な
い
こ
と
は
　
な
い
が
な
。
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
よ
D-
2
03
-I
II
福
島
p.
21
5
ミ
（ン
）ズ
　
ツ
ケ
ネ
ー
デ
　
ヒ
グ
ー
、
ナ
ン
テ
　
ユ
ー
カ
°
ー
。
水
[を
]　
つ
け
な
い
で
　
引
く　
な
ん
て
　
言
う
が
。
水
[を
]　
つ
け
な
い
で
　
引
く　
な
ん
て
言
う
じ
ゃ
な
い
C
03
-I
II
福
島
p.
22
1
ナ
レ
ー
ニ
　
キ
テ
ン
カ
°
ナ
習
い
に
　
来
て
い
る
の
[を
]
習
い
に
来
て
い
る
ん
だ
D-
2
03
-I
II
福
島
p.
22
4
ワ
ガ
ン
ナ
ク
テ
　
ナ
グ
ヨ
ー
ナ
ン
ダ
ガ
、
わ
か
ら
な
くて
　
泣
くよ
う
な
ん
だ
が
、
わ
か
ら
な
くて
　
泣
き
た
い
くら
い
な
ん
だ
D-
2
03
-I
II
福
島
p.
22
7
タ
ン
ボ
モ
　
ウ
ナ
ッ
テ
モ
ラ
ッ
タ
ー
ガ
田
ん
ぼ
も
　
耕
し
て
も
ら
っ
た
が
。
田
ん
ぼ
も
　
耕
し
て
も
ら
っ
た
よ
D-
2
03
-I
II
福
島
p;
24
5
タ
イ
シ
タ
　
ナ
カ
°
ク
モ
　
ヨ
イ
ジ
ェ
ー
ン
ナ
カ
ッ
タ
―
カ
°
。
た
い
し
て
　
長
くも
　
共
同
で
な
か
っ
た
が
。
た
い
し
て
長
く共
同
で
は
や
ら
な
か
っ
た
よ
。
D-
2
03
-I
II
福
島
p.
24
6
ナ
ン
ダ
ッ
テ
　
ヨ
イ
ジ
ェ
ー
デ
　
カ
ッ
タ
ッ
ケ
カ
°
な
ん
だ
っ
て
　
共
同
で
　
買
っ
た
が
な
ん
だ
っ
て
共
同
で
買
っ
た
よ
D-
2
04
-I
茨
城
p.
84
ア
ノ
シ
トノ
　
ナ
ニ
オ
　
ヤ
ッ
タ
ッ
ケ
ガ
ネ
。
あ
の
人
の
　
何
を
　
や
っ
た
か
ね
。
あ
の
人
の
何
を
や
っ
て
い
た
よ
D-
2
04
-I
茨
城
p.
84
ミ
ズ
オ
　
ノ
ム
ノ
ワ
　
タ
メ
ス
コ
トワ
　
ヤ
ッ
タ
ッ
ケ
カ
°
水
を
　
飲
む
の
を
　
た
め
す
こ
と
を
　
や
っ
た
が
水
を
　
飲
む
の
を
　
た
め
す
こ
と
を
　
や
っ
た
よ
D-
2
04
-I
茨
城
p.
84
タ
メ
ス
　
トコ
ロ
オ
　
ヤ
ッ
タ
ッ
ケ
カ
°
ネ
試
す
と
こ
ろ
を
　
や
っ
た
が
ね
試
す
と
こ
ろ
を
　
や
っ
た
よ
D-
2
04
-I
茨
城
p.
85
ソ
レ
オ
　
ユ
ー
ケ
カ
°
―
ネ
そ
れ
を
　
言
っ
て
い
た
け
ど
ね
。
そ
れ
を
　
言
っ
て
い
た
よ
D-
2
04
-I
茨
城
p.
90
ハ
カ
°
コ
ボ
レ
ン
ダ
ッ
テ
　
ユ
ー
ン
ダ
カ
°
ネ
歯
が
　
こ
ぼ
れ
る
ん
だ
　
と
い
う
ん
だ
が
ね
。
歯
が
　
こ
ぼ
れ
る
ん
だ
　
言
う
ん
だ
よ
D-
2
04
-I
茨
城
p.
98
ヨ
ケ
―
ド
　
ノ
メ
メ
ー
ト　
オ
モ
ー
ン
ダ
カ
°
よ
け
い
に
　
飲
め
な
い
だ
ろ
う
と
　
思
う
ん
だ
が
。
よ
け
い
に
　
飲
め
な
い
だ
ろ
う
と
　
思
う
ん
だ
D-
2
04
-I
茨
城
p.
10
3 
コ
ロ
ッ
シ
マ
ー
カ
°
ー
、
メ
ッ
ケ
レ
バ
ネ
。
殺
し
て
し
ま
う
が
、
見
つ
け
れ
ば
ね
。
殺
し
て
し
ま
う
よ
、
見
つ
け
れ
ば
ね
。
D-
2
05
-I
埼
玉
p.
47
ヨ
ク
　
X4
チ
ャ
ン
ガ
　
ユ
ー
ガ
ネ
よ
く　
X4
ち
ゃ
ん
が
　
言
う
じ
ゃ
な
い
よ
く　
X4
ち
ゃ
ん
が
　
言
う
よ
D-
2
05
-I
埼
玉
p.
47
ア
ー
ユ
ン
　
ヤ
リ
テ
ガ
　
イ
ー
ガ
ネ
ー
あ
あ
い
う
　
や
り
か
た
が
　
い
い
じ
ゃ
な
い
。
あ
あ
い
う
　
や
り
か
た
が
　
い
い
よ
D-
2
05
-I
埼
玉
p.
51
トテ
モ
　
ス
キ
ナ
ン
ダ
　
ツ
ー
ガ
ネ
と
て
も
　
好
き
な
の
だ
　
と
い
う
じ
ゃ
な
い
と
て
も
　
好
き
な
の
だ
　
と
い
う
よ
D-
2
05
-I
埼
玉
p.
52
デ
ネ
ン
ダ
　
ツ
ー
ガ
ネ
出
な
い
の
だ
　
と
い
う
じ
ゃ
な
い
出
な
い
の
だ
　
と
い
う
よ
D-
2
05
-I
埼
玉
p.
55
ソ
ー
二
　
ユ
ー
ン
ダ
　
ツ
ッ
タ
ガ
ネ
ー
そ
う
　
言
う
の
だ
　
と
　
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
そ
う
　
言
う
の
だ
　
と
　
と
言
っ
た
よ
D-
2
05
-I
埼
玉
p.
55
ド
ー
シ
ョモ
　
ネ
ー
ン
ダ
ヨ
ー
　
ナ
ン
テ
　
ユ
ッ
タ
ガ
ネ
ー
ど
う
し
よ
う
も
　
な
い
の
だ
よ
。
」な
ん
て
　
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
ど
う
し
よ
う
も
　
な
い
の
だ
よ
。
」な
ん
て
言
っ
た
よ
D-
2
05
-I
埼
玉
p.
56
トー
キ
ョー
カ
ラ
　
モ
コ
二
　
キ
タ
ン
ダ
ヨ
　
ッ
テ
　
ユ
ー
ガ
ネ
東
京
か
ら
　
婿
に
　
来
た
の
だ
よ
」っ
て
　
言
う
じ
ゃ
な
い
東
京
か
ら
　
婿
に
　
来
た
の
だ
よ
」っ
て
　
言
う
よ
D-
2
05
-I
埼
玉
p.
57
ヨ
ク
　
ユ
ッ
タ
ガ
ネ
よ
く　
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
よ
く　
言
っ
た
よ
D-
2
05
-I
埼
玉
p.
93
X9
サ
ン
グ
レ
ー
ノ
　
モ
ン
ダ
ン
ベ
ガ
ナ
。
X9
さ
ん
くら
い
の
　
も
の
だ
ろ
う
が
ね
。
X9
さ
ん
くら
い
の
も
の
だ
ろ
う
。
A
07
-I
群
馬
p.
67
シ
ャ
ッ
キ
ン
ナ
ン
カ
　
ナ
セ
ル
　
ッ
ツ
ン
デ
ー
　
ヤ
ッ
タ
ン
ガ
ネ
ー
借
金
な
ど
　
返
せ
る
と
い
う
の
で
[建
て
替
え
を
]や
っ
た
の
が
ね
え
借
金
な
ど
　
返
せ
る
と
い
う
の
で
[建
て
替
え
を
]や
っ
た
よ
D-
2
07
-I
群
馬
p.
99
ミ
ー
デ
　
フ
ー
イ
タ
ン
ダ
ガ
ネ
。
ざ
る
で
　
ふ
る
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
ね
。
ざ
る
で
ふ
る
っ
た
ん
だ
よ
D-
2
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08
-I
長
野
p.
50
イ
ェ
ー
ド
コ
ジ
ャ
ネ
ー
カ
°
ヤ
。
い
い
ど
こ
ろ
で
は
な
い
が
な
あ
。
い
い
ど
こ
ろ
で
は
な
い
よ
。
D-
2
08
-I
長
野
p.
51
ソ
イ
ツ
ァ
　
ソ
ー
ダ
カ
°
そ
い
つ
は
　
そ
う
だ
が
。
そ
れ
は
そ
う
だ
よ
。
D-
2
08
-I
長
野
p.
53
…
シ
テ
　
イ
ウ
カ
°
。
p.
2
…
と
　
言
う
よ
D-
2
08
-I
長
野
p.
53
ワ
ル
キ
°
デ
　
ユ
ー
　
ヤ
ツ
ダ
　
ネ
ー
カ
°
悪
気
で
　
言
う
の
じ
ゃ
　
な
い
が
。
悪
気
で
言
う
の
じ
ゃ
な
い
よ
D-
2
08
-I
長
野
p.
59
…
シ
ッ
チ
ャ
　
ヨ
コ
ス
カ
°
…
っ
て
そ
う
言
っ
ち
ゃ
　
[電
話
を
]よ
こ
す
が
、
…
っ
て
そ
う
言
っ
ち
ゃ
　
[電
話
を
]よ
こ
す
よ
D-
2
08
-I
II
静
岡
p.
23
0
ウ
チ
ノ
 シ
タ
―
 セ
ワ
―
 シ
ン
グ
ラ
ェ
ー
ダ
ッ
キ
カ
モ
　
シ
ン
ナ
ェ
ー
カ
°
。
家
の
　
人
は
　
世
話
を
　
す
る
くら
い
だ
っ
た
か
も
　
し
れ
な
い
が
。
家
の
人
は
　
世
話
を
す
る
くら
い
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
よ
。
D-
2
09
-I
I
愛
知
p.
11
2
ヒ
ャ
ク
ド
マ
イ
リ
オ
　
ヤ
ッ
タ
　
オ
ボ
エ
ガ
　
ア
ル
ダ
ガ
ナ
。
百
度
参
り
を
　
や
っ
た
　
覚
え
が
　
あ
る
の
だ
が
な
。
百
度
参
り
を
　
や
っ
た
　
覚
え
が
　
あ
る
よ
。
D-
2
09
-I
I
愛
知
p.
11
2
シ
ビ
レ
　
キ
ラ
シ
タ
　
オ
ボ
エ
ガ
　
ア
ル
ダ
ガ
ナ
。
し
び
れ
[を
]　
き
ら
し
た
　
覚
え
が
　
あ
る
ん
だ
が
ね
。
し
び
れ
を
　
き
ら
し
た
　
覚
え
が
　
あ
る
よ
。
D-
2
09
-I
I
愛
知
p.
15
9
マ
ダ
　
チ
ョッ
ト　
タ
ラ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ガ
ま
だ
　
少
し
　
足
り
な
い
くら
い
な
の
だ
が
ま
だ
少
し
足
り
な
い
ぐ
ら
い
だ
よ
D-
2
09
-I
I
愛
知
p.
16
4
オ
レ
　
イ
ッ
ペ
ン
モ
　
イ
ッ
タ
　
コ
ト　
ナ
イ
ダ
ガ
私
[は
] 　
一
度
も
　
行
っ
た
　
こ
と
[が
]　
な
い
の
だ
が
。
私
は
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
D-
2
09
-I
I
愛
知
p.
17
5
ア
サ
　
ツ
ク
ダ
モ
ン
デ
　
ヨ
ル
　
ノ
ル
ダ
ラ
ー
ガ
朝
[に
]　
着
くの
だ
も
の
で
　
夜
[に
]　
乗
る
だ
ろ
う
よ
。
朝
着
くん
だ
か
ら
夜
乗
る
ん
だ
ろ
う
。
A
09
-I
II
三
重
p.
22
6
オ
ラ
　
ア
ガ
マ
モ
　
エ
ン
ソ
ク
ニ
　
イ
タ
　
コ
トガ
　
ア
ル
ガ
私
た
ち
　
阿
鎌
も
　
遠
足
に
　
行
っ
た
　
こ
と
は
　
あ
る
が
私
た
ち
　
阿
鎌
も
　
遠
足
に
　
行
っ
た
　
こ
と
は
　
あ
る
よ
D-
2
10
-I
富
山
p.
32
X1
サ
マ
　
ユ
ー
トッ
タ
カ
°
X1
さ
ま
　
[と
]い
っ
て
い
た
の
[＝
人
]。
X1
さ
ま
　
[と
]言
っ
て
い
た
よ
D-
2
10
-I
富
山
p.
33
ド
ロ
ボ
ー
　
ハ
イ
ッ
タ
カ
°
泥
棒
[＝
人
]　
入
っ
た
の
泥
棒
[＝
人
]　
入
っ
た
よ
D-
2
10
-I
富
山
p.
33
モ
ン
ダ
イ
　
オ
キ
タ
カ
°
問
題
[が
]　
起
き
た
の
問
題
が
起
き
た
よ
D-
2
10
-I
富
山
p.
36
ズ
リ
　
ヒ
ッ
パ
ッ
テ
　
キ
トッ
タ
カ
°
そ
り
[を
]　
引
っ
ぱ
っ
て
　
来
て
い
た
の
だ
。
そ
り
[を
]　
引
っ
ぱ
っ
て
　
来
て
い
た
よ
D-
2
10
-I
富
山
p.
39
ソ
ー
ナ
ッ
トル
ガ
ネ
そ
う
な
っ
て
い
る
が
ね
そ
う
な
っ
て
い
る
よ
D-
2
10
-I
富
山
p.
46
ミ
テ
モ
ラ
イ
ニ
　
イ
ッ
タ
カ
°
ヤ
ッ
タ
カ
°
見
て
も
ら
い
に
　
行
っ
た
の
だ
っ
た
の
だ
。
見
て
も
ら
い
に
　
行
っ
た
の
だ
っ
た
よ
D-
2
10
-I
富
山
p.
47
 
コ
ン
ナ
　
ム
シ
ガ
　
オ
ル
カ
°
　
ユ
ー
テ
。
こ
ん
な
　
虫
[が
]　
い
る
の
だ
　
[と
]　
言
っ
て
。
こ
ん
な
　
虫
[が
]　
い
る
よ
[と
]言
っ
て
D-
2
10
-I
富
山
p.
50
オ
ン
シ
ツ
デ
　
ツ
ク
ッ
タ
ヨ
ー
ナ
　
モ
ン
　
タ
ベ
トル
カ
°
ネ
温
室
で
　
作
っ
た
よ
う
な
　
も
の
[を
]　
食
べ
て
い
る
の
だ
ね
。
温
室
で
作
っ
た
よ
う
な
も
の
[を
]食
べ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
C
10
-I
富
山
p.
56
ウ
チ
ニ
モ
　
ソ
ー
ユ
ー
　
コ
ト　
ユ
ー
トッ
タ
カ
°
家
で
も
　
そ
う
い
う
　
こ
と
[を
]　
言
っ
て
い
た
の
だ
。
家
で
も
　
そ
う
い
う
　
こ
と
[を
]　
言
っ
て
い
た
よ
D-
2
10
-I
富
山
p.
59
ソ
ン
ナ
カ
°
ツ
シ
ョン
ナ
イ
カ
°
そ
の
よ
う
な
の
は
　
お
い
し
くな
い
。
そ
の
よ
う
な
の
は
　
お
い
し
くな
い
よ
」
D-
2
10
-I
富
山
p.
61
コ
ッ
チ
エ
　
ク
ル
マ
デ
ニ
ー
　
ナ
ン
ス
ル
カ
°
こ
っ
ち
へ
　
来
る
ま
で
　
何
す
る
[＝
手
数
を
か
け
る
]け
れ
ど
。
こ
っ
ち
へ
　
来
る
ま
で
に
　
あ
れ
す
る
よ
D-
2
10
-I
富
山
p.
61
ヤ
ッ
トコ
　
タ
ネ
　
マ
エ
テ
　
ナ
ン
ス
ル
カ
°
や
っ
と
　
種
[を
]　
ま
い
て
　
な
に
[=
育
成
]す
る
の
だ
。
や
っ
と
　
種
[を
]　
ま
い
て
　
な
に
す
る
よ
D-
2
10
-I
富
山
p.
62
ホ
ロ
ホ
ロ
シ
タ
カ
°
　
タ
ベ
レ
ル
カ
°
ほ
ろ
ほ
ろ
し
た
の
[を
]　
食
べ
ら
れ
る
け
れ
ど
。
ほ
ろ
ほ
ろ
し
た
の
を
　
食
べ
ら
れ
る
よ
。
D-
2
10
-I
富
山
p.
63
イ
マ
　
ン
ナ
　
セ
ン
イ
デ
モ
　
ソ
メ
ル
カ
°
今
は
　
み
ん
な
　
繊
維
で
も
　
染
め
る
の
に
。
今
は
み
ん
な
繊
維
で
も
染
め
る
じ
ゃ
な
い
。
」
C
10
-I
富
山
p.
66
ン
ナ
　
カ
ワ
イ
テ
シ
モ
カ
°
ネ
み
ん
な
　
乾
い
て
し
ま
う
の
だ
。
み
ん
な
　
乾
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
。
C
10
-I
富
山
p.
67
ン
ナ
　
ヤ
ッ
トッ
タ
カ
°
み
ん
な
　
や
っ
て
い
た
も
の
だ
。
み
ん
な
　
や
っ
て
い
た
じ
ゃ
な
い
。
C
10
-I
富
山
p.
75
コ
メ
デ
モ
　
カ
ズ
イ
テ
ヤ
ハ
ッ
タ
カ
°
米
で
も
　
背
負
っ
て
お
ら
れ
た
が
。
米
も
　
背
負
っ
て
お
ら
れ
た
よ
。
D-
2
10
-I
富
山
p.
77
ソ
ン
ナ
　
ハ
ナ
シ
　
シ
テ
ハ
ッ
タ
カ
°
そ
の
よ
う
な
　
話
[を
]　
し
て
お
ら
れ
た
の
だ
よ
。
そ
の
よ
う
な
話
を
し
て
お
ら
れ
た
よ
D-
2
10
-I
富
山
p.
80
ア
ル
デ
　
オ
ラ
　
ア
ノ
　
X3
サ
ン
　
オ
ボ
イ
タ
トク
ヤ
カ
°
あ
れ
で
　
私
　
あ
の
　
X3
さ
ん
[を
]　
知
っ
た
と
き
だ
が
。
あ
れ
で
　
私
　
あ
の
　
X３
さ
ん
を
　
知
っ
た
よ
。
D-
2
10
-I
I
石
川
p.
13
7
ユ
ー
テ
マ
ス
ケ
°
イ
ネ
言
っ
て
ま
す
よ
。
言
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
C
10
-I
I
石
川
p.
14
0
ゲ
ン
プ
ー
トユ
ー
ノ
カ
°
　
ア
ッ
タ
ノ
カ
°
ヤ
カ
°
元
服
と
い
う
の
が
　
あ
っ
た
の
だ
が
元
服
と
い
う
の
が
　
あ
っ
た
ん
だ
よ
D-
2
10
-I
II
福
井
p.
18
2
ハ
ン
タ
ワ
ラ
ホ
ド
　
ノ
シ
ェ
ス
カ
°
ノ
ー
半
俵
ほ
ど
　
載
せ
ま
す
が
ね
。
半
俵
ほ
ど
　
載
せ
ま
す
。
D-
2
10
-I
II
福
井
p.
22
5
ウ
ラ
ン
トコ
　
バ
ー
サ
ン
　
エ
ー
カ
°
ナ
ー
私
の
と
こ
ろ
[の
]　
お
ば
あ
さ
ん
[は
]　
い
い
が
ね
私
の
と
こ
ろ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
い
い
よ
D-
2
10
-I
II
福
井
p.
23
1
ホ
イ
デ
　
ゴ
ジ
ル
　
ス
ー
ン
ニ
ャ
カ
°
ノ
ー
そ
し
て
　
呉
汁
[を
]　
吸
う
の
だ
が
ね
。
そ
し
て
　
呉
汁
を
　
吸
う
ん
だ
よ
。
D-
2
11
-I
I
滋
賀
p.
12
2
ヨ
ー
ケ
　
タ
ベ
ヤ
ヒ
テ
ン
ヤ
ガ
ナ
た
くさ
ん
　
食
べ
な
さ
っ
た
ん
だ
よ
。
た
くさ
ん
　
食
べ
な
さ
っ
た
じ
ゃ
な
い
C
11
-I
I
滋
賀
p.
16
0
ク
ワ
ガ
　
ヨ
ー
ケ
　
ツ
ク
ッ
タ
ッ
タ
ガ
ヨ
ー
桑
が
　
た
くさ
ん
　
作
っ
て
あ
っ
た
が
ね
え
。
桑
が
　
た
くさ
ん
　
作
っ
て
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
C
11
-I
I
滋
賀
p.
18
4
コ
レ
グ
ラ
イ
ホ
ド
ナ
ー
　
ク
レ
ヨ
ッ
タ
ガ
、
こ
れ
ぐ
ら
い
ほ
ど
ね
え
、
くれ
よ
っ
た
が
こ
れ
ぐ
ら
い
ほ
ど
ね
え
、
くれ
た
よ
D-
2
12
-I
奈
良
p.
49
チ
カ
ク
ニ
　
イ
ル
　
ワ
シ
ワ
　
ワ
カ
レ
ヘ
ン
ガ
ナ
ー
。
近
くに
　
い
る
　
私
は
　
わ
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
近
くに
　
い
る
　
私
は
　
わ
か
ら
な
い
よ
。
D-
2
13
-I
大
阪
p.
30
オ
ー
サ
カ
デ
　
イ
ー
マ
ス
ガ
ネ
ー
大
阪
で
　
言
い
ま
す
が
ね
え
。
大
阪
で
　
言
い
ま
す
よ
。
」
D-
2
日本語諸方言における終助詞ガ 
―『全国方言談話データベース 日本のふるさとことば集成』をデータとして― 
杉 浦 滋 子 
－17－ 
 
 
  
13
-I
I
兵
庫
p.
21
4
ヒ
トツ
モ
　
カ
ン
キ
ョー
　
ワ
カ
ヘ
ン
カ
°
ナ
　
モ
ー
ひ
と
つ
も
　
感
興
[が
]　
わ
か
な
い
よ
　
も
う
。
ひ
と
つ
も
　
感
興
[が
]わ
か
な
い
じ
ゃ
な
い
C
14
-I
鳥
取
p.
28
 
ウ
ツ
ラ
ン
ガ
ナ
映
え
な
い
よ
。
映
え
な
い
じ
ゃ
な
い
C
14
-I
鳥
取
p.
29
ア
ン
マ
ー
　
タ
キ
ャ
ー
ガ
ナ
あ
ん
ま
り
　
高
い
よ
あ
ん
ま
り
　
高
い
じ
ゃ
な
い
C
14
-I
鳥
取
p.
31
ツ
ボ
―
　
モ
ラ
ッ
タ
ガ
ナ
ー
壺
を
　
も
ら
っ
た
よ
ね
。
壺
を
も
ら
っ
た
よ
D-
2
14
-I
鳥
取
p.
34
イ
ケ
ン
ヤ
―
　
ナ
ッ
テ
シ
マ
ウ
ガ
ナ
だ
め
に
　
な
っ
て
し
ま
う
よ
。
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
C
14
-I
I
島
根
p.
78
チ
ガ
―
マ
シ
タ
ガ
ネ
ー
違
い
ま
し
た
か
ね
違
い
ま
し
た
よ
D-
2
14
-I
I
島
根
p.
99
ア
リ
ャ
　
オ
ゾ
ー
テ
　
イ
ケ
マ
シ
ェ
ダ
ッ
タ
ガ
あ
れ
は
　
怖
くて
　
だ
め
だ
っ
た
で
し
ょ
う
あ
れ
は
　
怖
くて
　
だ
め
で
し
た
よ
D-
2
14
-I
I
島
根
p.
10
1
ワ
ラ
チ
ャ
　
トキ
シ
ラ
ズ
　
ツ
ー
　
モ
ン
ダ
ガ
ナ
ー
「お
前
は
　
時
知
ら
ず
　
と
い
う
　
も
の
だ
ぞ
」
「お
前
は
時
知
ら
ず
と
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
か
」
C
14
-I
I
島
根
p.
11
6
ア
ゲ
ダ
ガ
そ
う
だ
ね
そ
う
だ
よ
D-
2
14
-I
I
島
根
p.
11
7
オ
ラ
ン
ガ
ネ
い
な
い
よ
い
な
い
じ
ゃ
な
い
C
14
-I
I
島
根
p.
12
0
オ
モ
ー
ヤ
ナ
　
コ
トデ
ス
ガ
ネ
ー
思
う
よ
う
な
　
こ
と
で
す
よ
ね
思
う
よ
う
な
　
こ
と
で
す
よ
D-
2
14
-I
II
岡
山
p.
15
4
ヨ
ー
タ
ガ
言
っ
て
い
た
が
言
っ
て
い
た
よ
D-
2
14
-I
II
岡
山
p.
16
8
ホ
ン
ナ
―
　
モ
ッ
テ
　
ア
ゲ
リ
ャ
ー
　
エ
ー
ガ
そ
れ
な
ら
　
持
っ
て
　
上
げ
れ
ば
　
い
い
の
に
そ
れ
な
ら
　
持
っ
て
　
上
げ
れ
ば
　
い
い
よ
D-
2
14
-I
II
岡
山
p.
16
8
ハ
ツ
ド
ー
キ
デ
　
モ
チ
ア
ガ
リ
ャ
ー
　
エ
ー
ガ
発
動
機
で
　
持
ち
上
げ
れ
ば
　
い
い
の
に
「発
動
機
で
　
持
ち
上
げ
れ
ば
　
い
い
よ
」
D-
2
14
-I
II
岡
山
p.
19
0
ツ
コ
ー
タ
　
コ
トガ
　
ア
ル
ガ
ノ
ー
使
っ
た
　
こ
と
が
　
あ
る
よ
な
。
使
っ
た
　
こ
と
が
　
あ
る
よ
D-
2
14
-I
II
岡
山
p.
21
2
カ
イ
コ
―
　
カ
ヨ
ー
ラ
ン
ケ
―
　
ジ
ユ
ー
ニ
ナ
ル
ガ
蚕
を
　
飼
っ
て
い
な
い
か
ら
　
自
由
に
な
る
よ
。
蚕
を
飼
っ
て
い
な
い
か
ら
自
由
に
な
る
じ
ゃ
な
い
C
15
-I
広
島
p.
25
キ
デ
　
ツ
ク
ッ
タ
ノ
オ
　
ク
ミ
ヨ
ッ
タ
ン
ジ
ャ
ガ
。
木
で
　
作
っ
た
の
を
　
組
ん
で
い
た
の
だ
が
。
木
で
　
作
っ
た
の
を
　
組
ん
で
い
た
ん
だ
よ
。
D-
2
15
-I
広
島
p.
25
ク
ミ
ヨ
ッ
タ
ン
ジ
ャ
ガ
。
組
ん
で
い
た
の
だ
が
。
組
ん
で
い
た
ん
だ
よ
。
D-
2
15
-I
広
島
p.
67
ナ
ッ
チ
ャ
ー
　
オ
ラ
ン
ガ
な
っ
て
は
　
い
な
い
が
。
な
っ
て
は
　
い
な
い
よ
D-
2
15
-I
広
島
p.
67
ソ
ー
ユ
ー
　
トコ
ロ
ガ
　
イ
キ
マ
セ
ン
ガ
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
は
　
い
き
ま
せ
ん
が
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
は
　
行
き
ま
せ
ん
よ
D-
2
15
-I
広
島
p.
77
エ
ー
　
モ
ノ
ニ
ャ
ー
　
イ
カ
ン
ガ
　
ソ
リ
ャ
。
い
い
　
も
の
に
は
　
い
か
な
い
が
　
そ
れ
は
。
い
い
も
の
に
は
　
な
ら
な
い
よ
D-
2
15
-I
広
島
p.
10
0
イ
ロ
ン
ナ
　
カ
ザ
リ
モ
ン
モ
　
オ
イ
テ
ア
リ
マ
ス
ガ
ネ
。
い
ろ
ん
な
　
飾
り
物
も
　
置
い
て
あ
り
ま
す
が
ね
。
い
ろ
ん
な
　
飾
り
物
も
　
置
い
て
あ
り
ま
す
よ
。
D-
2
15
-I
広
島
p.
10
1
ア
リ
ョー
　
ミ
タ
ン
ジ
ャ
ガ
　
テ
レ
ビ
デ
。
あ
れ
を
　
見
た
の
だ
が
　
テ
レ
ビ
で
。
あ
れ
を
　
見
た
ん
だ
よ
　
テ
レ
ビ
で
。
D-
2
15
-I
広
島
p.
10
4
コ
ー
　
ヤ
ッ
チ
ャ
ー
　
ク
ミ
ヨ
ラ
レ
タ
ガ
。
こ
う
　
や
っ
て
は
　
組
ん
で
お
ら
れ
た
が
。
こ
う
　
や
っ
て
は
　
組
ん
で
お
ら
れ
た
よ
。
D-
2
15
-I
広
島
p.
10
6
イ
ク
　
コ
トガ
　
ナ
イ
ヨ
ー
　
ナ
ッ
タ
ケ
―
ジ
ャ
ガ
。
行
く　
こ
と
が
　
な
い
よ
う
に
　
な
っ
た
か
ら
だ
が
。
行
く　
こ
と
が
　
な
い
よ
う
に
　
な
っ
た
か
ら
だ
よ
D-
2
15
-I
広
島
p.
10
8
ア
ノ
　
マ
ツ
リ
ガ
　
ア
ッ
タ
デ
ヒ
ョー
ガ
あ
の
　
祭
り
が
　
あ
っ
た
で
し
ょ
う
よ
。
あ
の
　
祭
り
が
　
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
C
15
-I
広
島
p.
11
0
ヒ
トツ
ヤ
　
フ
タ
ツ
ジ
ャ
　
イ
ケ
ン
ガ
。
一
つ
や
　
二
つ
で
は
　
い
け
な
い
が
。
一
つ
や
　
二
つ
で
は
　
だ
め
だ
よ
。
D-
2
15
-I
広
島
p.
11
1
ソ
リ
ャ
―
　
マ
ー
　
ソ
―
ジ
ャ
ガ
そ
れ
は
　
ま
あ
　
そ
う
だ
が
。
そ
れ
は
　
ま
あ
　
そ
う
だ
よ
D-
2
15
-I
I
山
口
p.
13
9
X1
チ
ャ
ン
ガ
　
キ
タ
ロ
ー
ガ
ナ
X1
ち
ゃ
ん
が
　
来
た
だ
ろ
う
よ
。
X1
ち
ゃ
ん
が
　
来
た
だ
ろ
う
。
D
15
-I
I
山
口
p.
14
6
ナ
ン
ジ
ャ
ロ
ー
ガ
ナ
―
な
ん
だ
ろ
う
が
な
。
あ
れ
だ
ろ
う
D-
2
15
-I
I
山
口
p.
15
1
パ
ェ
プ
　
ド
ロ
エ
　
トメ
テ
　
ヤ
ッ
チ
ョロ
ー
ガ
ナ
。
パ
イ
プ
[を
]　
泥
に
　
埋
め
て
　
や
っ
て
あ
る
だ
ろ
う
よ
。
パ
イ
プ
[を
]泥
に
埋
め
て
や
っ
て
あ
る
だ
ろ
う
C
15
-I
I
山
口
p.
15
4
ミ
ズ
ガ
　
デ
ョ―
ガ
ナ
。
水
が
　
出
て
い
る
ん
だ
よ
。
水
が
　
出
る
ん
だ
よ
。
D
15
-I
I
山
口
p.
16
5
カ
タ
ヒ
マ
　
ホ
ー
ッ
タ
ホ
ジ
ャ
ガ
。
片
手
間
[に
]　
掘
っ
た
ん
だ
け
ど
。
片
手
間
[に
]　
掘
っ
た
ん
だ
よ
。
D-
2
15
-I
I
山
口
p.
16
7
ヤ
リ
ツ
ケ
ル
ト　
ド
ネ
ー
モ
　
ナ
ー
ガ
ナ
や
り
つ
け
る
と
　
ど
う
も
　
な
い
け
ど
ね
。
や
り
つ
け
る
と
　
ど
う
も
　
な
い
よ
D-
2
15
-I
I
山
口
p.
17
7
イ
ワ
レ
チ
ョル
　
コ
タ
ー
　
イ
ワ
レ
チ
ョル
ガ
ナ
。
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
　
言
わ
れ
て
い
る
が
ね
。
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
わ
れ
て
い
る
よ
D-
2
15
-I
I
山
口
p.
17
9
ハ
カ
ッ
テ
　
ミ
タ
　
コ
トガ
　
ナ
ー
ガ
ナ
ー
。
測
っ
て
　
み
た
こ
と
は
　
な
い
が
ね
。
測
っ
て
　
み
た
こ
と
は
　
な
い
よ
D-
2
15
-I
I
山
口
p.
18
9
ニ
サ
ン
チ
　
ハ
　
ヒ
ン
チ
ガ
　
カ
カ
ル
デ
シ
ョー
ガ
、
２
、
３
日
　
も
う
　
日
に
ち
が
　
か
か
る
で
し
ょ
う
が
。
２
、
３
日
　
も
う
　
日
に
ち
が
　
か
か
る
で
し
ょ
う
。
C
15
-I
I
山
口
p.
19
8
ナ
エ
トリ
ヤ
ロ
ガ
ナ
。
苗
取
り
だ
ろ
う
よ
。
苗
取
り
だ
ろ
う
。
B
15
-I
I
山
口
p.
19
9
ナ
エ
トリ
ガ
　
ヒ
トッ
ツ
モ
　
イ
ル
マ
―
ガ
ナ
。
苗
取
り
が
　
全
然
　
い
ら
な
い
だ
ろ
う
ね
。
苗
取
り
が
　
全
然
　
い
ら
な
い
だ
ろ
う
。
D
15
-I
I
山
口
p.
20
4
ケ
ン
キ
ュ
ー
　
セ
ン
ニ
ャ
―
　
イ
ケ
マ
―
ガ
ナ
研
究
し
な
い
と
　
駄
目
だ
ろ
う
ね
研
究
し
な
い
と
　
駄
目
だ
ろ
う
D
15
-I
I
山
口
p.
20
5
イ
ッ
チ
ョー
グ
ラ
イ
　
タ
ガ
　
ア
ル
グ
ラ
イ
ジ
ャ
ガ
。
一
町
ぐ
ら
い
　
田
が
　
あ
る
くら
い
だ
け
ど
。
一
町
ぐ
ら
い
　
田
が
　
あ
る
くら
い
だ
D-
2
15
-I
I
山
口
p.
21
6
ソ
ー
　
ユ
ー
　
フ
ー
ニ
　
ナ
リ
ャ
ー
　
エ
ー
ガ
　
ト　
オ
モ
ー
テ
ナ
ー
。そ
う
い
う
　
ふ
う
に
な
れ
ば
　
い
い
が
と
思
っ
て
ね
。
そ
う
い
う
　
ふ
う
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
ね
。
D-
2
15
-I
I
山
口
p.
21
7
テ
ン
コ
ー
ガ
　
ガ
ン
ガ
ン
　
テ
リ
マ
シ
タ
ロ
ー
ガ
ナ
、
天
候
が
　
ガ
ン
ガ
ン
　
照
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
天
候
が
　
ガ
ン
ガ
ン
　
照
っ
た
で
し
ょ
う
。
C
15
-I
I
山
口
p.
22
0
キ
ノ
―
　
チ
ョッ
ト　
キ
タ
ガ
ナ
。
昨
日
　
ち
ょ
っ
と
　
来
た
が
な
。
昨
日
　
ち
ょ
っ
と
　
来
た
よ
。
D-
2
15
-I
I
山
口
p.
22
0
モ
ー
　
シ
オ
レ
チ
ョル
　
チ
ュ
ー
ガ
。
も
う
　
し
お
れ
て
い
る
　
と
い
う
が
。
も
う
　
し
お
れ
て
い
る
　
と
言
う
よ
D-
2
言語と文明 第 14 巻 2016 年 3 月 
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15
-I
I
山
口
p.
23
1
ア
レ
　
ワ
ス
レ
ン
ガ
あ
れ
　
忘
れ
な
い
が
あ
れ
　
忘
れ
な
い
よ
D-
2
15
-I
I
山
口
p.
24
3
コ
ン
ダ
　
カ
カ
ン
ニ
ャ
　
イ
ケ
マ
―
ガ
ナ
今
度
は
　
掻
か
な
け
れ
ば
　
い
け
な
い
だ
ろ
う
ね
。
今
度
は
　
掻
か
な
け
れ
ば
　
い
け
な
い
だ
ろ
う
C
16
-I
香
川
p.
42
ド
コ
ソ
コ
ノ
　
ボ
ー
エ
ト　
ワ
ケ
トッ
トロ
ガ
ナ
ど
こ
そ
こ
の
[池
用
の
]　
棒
と
分
け
て
い
た
だ
ろ
う
よ
。
ど
こ
そ
こ
の
[池
用
の
]　
棒
と
分
け
て
い
た
だ
ろ
う
C
16
-I
香
川
p.
45
イ
タ
　
ヒ
ト　
ナ
イ
ン
ジ
ャ
カ
°
ナ
ー
行
っ
た
人
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
ね
え
。
行
っ
た
人
は
い
な
い
ん
だ
よ
D-
2
16
-I
香
川
p.
52
ソ
ー
ジ
ャ
ガ
ナ
ー
そ
う
だ
よ
ね
え
そ
う
だ
よ
D-
2
16
-I
香
川
p.
59
サ
ン
ネ
ン
モ
　
ヨ
ネ
ン
モ
　
カ
カ
ッ
トロ
カ
°
ナ
。
3年
も
4年
も
　
か
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
よ
。
3年
も
4年
も
　
か
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
C
16
-I
香
川
p.
60
コ
―
テ
　
ノ
マ
セ
マ
イ
カ
°
ナ
。
買
っ
て
　
飲
ま
せ
な
い
だ
ろ
う
よ
。
買
っ
て
飲
ま
せ
は
し
な
い
だ
ろ
う
C
16
-I
香
川
p.
60
ア
ソ
コ
エ
(ン
）ゴ
ー
、
イ
エ
　
タ
テ
トロ
カ
°
ナ
ー
あ
そ
こ
へ
ね
、
家
[を
]　
建
て
て
い
る
だ
ろ
う
よ
、
あ
そ
こ
へ
ね
、
家
[を
]　
建
て
て
い
る
だ
ろ
う
C
16
-I
香
川
p.
66
ナ
ー
ノ
ホ
ー
二
　
シ
テ
ク
レ
ロ
カ
°
ナ
何
の
よ
う
に
　
し
て
くれ
る
だ
ろ
う
よ
。
何
の
よ
う
に
　
し
て
くれ
る
だ
ろ
う
C
16
-I
香
川
p.
68
イ
ク
　
ヒ
トト
　
イ
ケ
ン
　
トコ
ロ
カ
°
　
ア
ロ
カ
°
ナ
。
行
く人
と
　
行
け
な
い
　
と
こ
ろ
が
　
あ
る
だ
ろ
う
よ
行
く人
と
　
行
け
な
い
　
と
こ
ろ
が
　
あ
る
だ
ろ
う
C
16
-I
香
川
p.
70
フ
ミ
ニ
　
イ
タ
コ
ト　
ア
ロ
カ
°
ナ
。
踏
み
[固
め
]に
　
行
っ
た
　
こ
と
が
　
あ
る
だ
ろ
う
よ
。
踏
み
[固
め
]に
　
行
っ
た
　
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
C
16
-I
香
川
p.
76
シ
ン
イ
ケ
ノ
　
ホ
ー
ン
カ
°
　
オ
ー
キ
ナ
カ
ロ
カ
°
。
新
池
の
方
が
　
お
お
き
い
だ
ろ
う
よ
。
新
池
の
方
が
　
お
お
き
い
だ
ろ
う
。
C
16
-I
香
川
p.
77
ミ
ヤ
イ
ケ
ジ
ャ
ノ
　
ユ
ー
ノ
ガ
　
ア
ッ
トロ
カ
°
ナ
。
宮
池
だ
の
　
[と
]い
う
の
が
　
あ
っ
た
だ
ろ
う
よ
。
宮
池
だ
の
　
[と
]い
う
の
が
　
あ
っ
た
だ
ろ
う
C
17
-I
愛
媛
p.
26
 
コ
マ
カ
ッ
タ
ロ
ゲ
ー
小
さ
か
っ
た
だ
ろ
う
が
小
さ
か
っ
た
だ
ろ
う
A
17
-I
愛
媛
p.
37
ナ
ニ
ヤ
ラ
　
オ
ラ
ブ
　
コ
エ
ガ
　
ス
ル
ノ
ジ
ャ
ガ
何
や
ら
　
叫
ぶ
　
声
が
　
す
る
の
だ
が
。
何
や
ら
　
叫
ぶ
声
が
す
る
ん
だ
よ
D-
2
17
-I
愛
媛
p.
40
タ
ニ
ガ
　
ア
ル
ノ
ヤ
ガ
谷
が
　
あ
る
の
だ
が
谷
が
あ
る
ん
だ
よ
C
17
-I
愛
媛
p.
11
7
ニ
ワ
ノ
　
ウ
エ
ニ
　
ツ
ッ
テ
ア
ロ
ガ
ナ
ー
庭
の
　
上
に
　
つ
り
さ
げ
て
あ
る
だ
ろ
う
ね
。
庭
の
上
に
つ
り
さ
げ
て
あ
る
だ
ろ
う
。
D-
2
17
-I
愛
媛
p.
11
7
ア
ゲ
テ
―
　
オ
リ
ヨ
ッ
タ
ン
ジ
ャ
ガ
ノ
ー
あ
げ
て
　
い
た
の
だ
が
ね
あ
げ
て
　
い
た
ん
だ
よ
D-
2
17
-I
I
高
知
p.
15
2
マ
ー
　
ラ
チ
ン
オ
　
シ
タ
カ
°
ま
あ
　
馬
に
荷
を
つ
け
て
運
ぶ
こ
と
を
し
た
が
。
ま
あ
　
馬
に
荷
を
つ
け
て
運
ぶ
こ
と
を
し
た
よ
D-
2
17
-I
I
高
知
p.
15
6
ソ
レ
エ
　
カ
キ
ボ
ー
オ
　
ツ
ッ
コ
ー
デ
ー
　
カ
イ
タ
カ
°
そ
れ
へ
　
天
秤
棒
を
　
突
っ
込
ん
で
　
担
い
だ
の
。
そ
れ
へ
天
秤
棒
を
突
っ
込
ん
で
担
い
だ
じ
ゃ
な
い
。
C
17
-I
I
高
知
p.
15
8
ゲ
ン
ザ
イ
　
ツ
ク
リ
ヨ
ウ
　
ワ
ケ
（ン
）ヂ
ャ
ガ
　
ホ
ラ
現
在
　
米
[を
] 　
作
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
　
ほ
ら
。
現
在
　
米
[を
] 　
作
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
C
17
-I
I
高
知
p.
17
4
ヨ
ー
ヨ
ー
ト　
コ
シ
ラ
エ
テ
　
ア
ル
ガ
や
っ
と
の
こ
と
で
　
作
っ
て
あ
る
の
や
っ
と
の
こ
と
で
　
作
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
C
17
-I
I
高
知
p.
18
1
ヂ
ー
ン
マ
　
バ
ン
バ
カ
シ
ラ
ン
　
ユ
ー
ロ
―
ガ
ヨ
「ヂ
ン
マ
　
バ
ン
バ
」と
か
　
い
う
だ
ろ
う
が
「ヂ
ン
マ
　
バ
ン
バ
」と
か
　
い
う
だ
ろ
う
C
17
-I
I
高
知
p.
18
3
ヂ
ー
ン
マ
　
バ
ン
バ
　
ユ
ー
トロ
ー
ガ
？
「ヂ
ン
マ
　
バ
ン
バ
」と
　
言
っ
て
い
る
だ
ろ
う
ね
？
「ヂ
ン
マ
　
バ
ン
バ
」と
　
言
っ
て
い
る
だ
ろ
う
？
C
17
-I
I
高
知
p.
18
3
ヨ
イ
ヤ
セ
ー
　
イ
ヨ
ッ
ツ
ロ
ー
ガ
ヨ
？
「ヨ
イ
ヤ
セ
」　
[と
]言
っ
て
い
た
だ
ろ
う
が
ね
？
「ヨ
イ
ヤ
セ
」　
[と
]言
っ
て
い
た
だ
ろ
う
？
C
17
-I
I
高
知
p.
18
5
バ
ン
ネ
リ
カ
シ
ラ
ン
　
ユ
ー
テ
　
ヤ
ッ
ツ
ロ
カ
°
ヨ
？
ば
ん
練
り
と
か
　
言
っ
て
　
や
っ
た
だ
ろ
う
が
ね
？
ば
ん
練
り
と
か
　
言
っ
て
　
や
っ
た
だ
ろ
う
？
C
17
-I
I
高
知
p.
18
6
イ
タ
カ
°
ネ
行
っ
た
が
ね
。
行
っ
た
よ
。
D-
2
17
-I
I
高
知
p.
18
8
ヨ
ー
　
ソ
ラ
イ
テ
　
ツ
ン
ヂ
ョル
カ
°
ネ
ー
よ
く　
反
ら
し
て
　
積
ん
で
い
る
が
ね
。
よ
く　
反
ら
し
て
　
積
ん
で
あ
る
よ
。
D-
2
17
-I
I
高
知
p.
19
8
ア
タ
ッ
タ
　
ブ
ン
ヂ
ャ
ー
キ
　
イ
カ
ン
カ
°
ノ
ー
小
作
し
た
　
身
分
だ
か
ら
　
い
け
な
い
が
ね
。
小
作
し
た
　
身
分
だ
か
ら
　
だ
め
だ
ね
。
C
17
-I
I
高
知
p.
20
4
オ
バ
ー
ラ
ガ
　
ヤ
リ
ヨ
ッ
タ
カ
°
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
　
や
っ
て
い
た
の
。
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
　
や
っ
て
い
た
じ
ゃ
な
い
C
17
-I
I
高
知
p.
20
8
ハ
ヤ
　
（ン
）ド
ー
ロ
ガ
　
ツ
イ
チ
ョル
カ
°
ネ
も
う
　
道
路
が
　
つ
い
て
い
る
よ
。
も
う
　
道
路
が
　
つ
い
て
い
る
じ
ゃ
な
い
C
17
-I
I
高
知
p.
21
5
ド
ー
グ
　
ユ
ー
　
モ
ン
ガ
　
ナ
カ
ッ
タ
ロ
―
ガ
ヨ
道
具
　
[と
]い
う
　
も
の
が
　
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
。
道
具
　
[と
]い
う
　
も
の
が
　
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
C
17
-I
I
高
知
p.
22
4
サ
ン
ベ
ン
バ
―
　
サ
ラ
シ
チ
ュ
ロ
ー
ガ
三
べ
ん
くら
い
　
晒
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
三
べ
ん
くら
い
　
晒
し
て
い
る
だ
ろ
う
C
17
-I
I
高
知
p.
23
1
キ
ュ
ー
ニ
　
キ
ラ
ナ
　
イ
カ
ザ
ッ
タ
カ
°
ネ
ー
急
に
　
切
ら
な
い
と
　
い
け
な
か
っ
た
が
ね
。
急
に
　
切
ら
な
い
と
　
い
け
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
C
17
-I
I
高
知
p.
23
5
シ
ャ
ッ
　
シ
ャ
ッ
　
シ
ャ
ー
ト　
コ
ー
　
イ
タ
カ
°
ネ
。
シ
ャ
ッ
　
シ
ャ
ッ
　
シ
ャ
―
と
　
こ
う
　
い
っ
た
が
ね
。
シ
ャ
ッ
　
シ
ャ
ッ
　
シ
ャ
―
と
　
こ
う
い
っ
た
よ
D-
2
17
-I
I
高
知
p.
24
0
ミ
ツ
マ
タ
―
　
マ
ッ
ト　
シ
ヨ
カ
ッ
タ
ガ
。
ミ
ツ
マ
タ
[は
]　
も
っ
と
　
し
や
す
か
っ
た
が
。
ミ
ツ
マ
タ
[は
]　
も
っ
と
　
し
や
す
か
っ
た
よ
D-
2
17
-I
I
高
知
p.
24
2
…
ト　
ユ
ー
ヨ
ナ
　
オ
モ
イ
ガ
　
シ
タ
ガ
。
…
と
い
う
よ
う
な
　
思
い
が
　
し
た
が
。
…
と
い
う
よ
う
な
　
思
い
が
し
た
よ
D-
2
17
-I
I
高
知
p.
24
4
シ
ア
カ
°
リ
ヂ
ャ
ッ
タ
カ
°
ネ
仕
上
が
り
だ
っ
た
が
ね
。
仕
上
が
り
だ
っ
た
よ
D-
2
17
-I
I
高
知
p.
24
9
オ
モ
シ
ロ
イ
バ
ー
　
コ
ー
　
イ
タ
カ
°
ネ
ー
お
も
し
ろ
い
ほ
ど
　
こ
う
　
い
っ
た
が
ね
。
お
も
し
ろ
い
ほ
ど
　
こ
う
　
い
っ
た
じ
ゃ
な
い
C
18
-I
福
岡
p.
33
ケ
ー
キ
ガ
　
イ
―
ナ
―
　
ト　
オ
モ
テ
　
オ
モ
イ
ヨ
ッ
タ
ガ
ナ
景
気
が
　
い
い
な
あ
　
と
　
思
っ
て
い
た
が
な
。
景
気
が
　
い
い
な
あ
　
と
　
思
っ
て
い
た
よ
D-
2
18
-I
福
岡
p.
34
 
ミ
ン
ナ
　
ソ
ー
ヤ
ッ
トロ
ー
ガ
。
み
ん
な
　
そ
う
だ
っ
た
ろ
う
が
。
み
ん
な
　
そ
う
だ
っ
た
ろ
う
。
D-
2
18
-I
福
岡
p.
46
ク
ス
リ
―
　
モ
ラ
イ
　
イ
ッ
タ
　
コ
トガ
　
ア
ル
ガ
ナ
ー
薬
[を
]　
も
ら
い
に
　
行
っ
た
こ
と
が
　
あ
る
が
ね
。
薬
[を
]　
も
ら
い
に
　
行
っ
た
こ
と
が
　
あ
る
よ
。
D-
2
18
-I
福
岡
p.
46
イ
ッ
タ
　
ホ
ー
ニ
　
ア
ッ
タ
ガ
行
っ
た
　
方
に
　
あ
っ
た
が
行
っ
た
　
方
に
　
あ
っ
た
よ
D-
2
18
-I
福
岡
p.
48
イ
シ
ャ
チ
ュ
ー
　
イ
シ
ャ
ー
　
ナ
カ
ッ
タ
ガ
ナ
ー
。
医
者
と
い
う
　
医
者
は
　
な
か
っ
た
が
ね
。
医
者
と
い
う
　
医
者
は
　
な
か
っ
た
よ
D-
2
18
-I
福
岡
p.
51
イ
エ
ガ
　
チ
ー
ト　
カ
タ
マ
ッ
チ
ョッ
タ
ガ
―
家
が
　
少
し
　
か
た
ま
っ
て
い
た
が
家
が
少
し
か
た
ま
っ
て
い
た
じ
ゃ
な
い
C
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18
-I
福
岡
p.
58
サ
トガ
　
オ
ー
ク
ラ
ノ
　
X1
2チ
ュ
ー
チ
ナ
ー
　
ア
ッ
タ
ガ
里
が
　
大
蔵
の
　
X1
2と
い
っ
て
ね
、
あ
っ
た
が
里
が
　
大
蔵
の
　
X1
2と
い
っ
て
ね
、
あ
っ
た
よ
D-
2
18
-I
福
岡
p.
68
オ
ー
ケ
ナ
　
イ
ケ
ヤ
ロ
ガ
　
ア
レ
ー
。
大
き
な
　
池
だ
ろ
う
が
　
あ
れ
。
大
き
な
　
池
だ
ろ
う
　
あ
れ
。
C
18
-I
福
岡
p.
69
チ
ー
サ
ナ
　
ツ
ツ
ミ
ヤ
ロ
ガ
小
さ
な
　
池
だ
ろ
う
が
。
小
さ
な
　
池
だ
ろ
う
。
C
18
-I
福
岡
p.
73
マ
ッ
タ
ク
　
ベ
ン
リ
ニ
　
ナ
リ
マ
シ
タ
ガ
。
ま
っ
た
く　
便
利
に
　
な
り
ま
し
た
が
。
ま
っ
た
く　
便
利
に
　
な
り
ま
し
た
よ
。
D-
2
18
-I
福
岡
p.
.7
3
ア
ン
マ
リ
　
トー
ル
　
ヒ
トワ
　
オ
ル
マ
イ
ガ
ナ
ー
あ
ま
り
　
通
る
　
人
は
　
い
な
い
だ
ろ
う
ね
。
あ
ま
り
　
通
る
　
人
は
　
い
な
い
だ
ろ
う
。
A
18
-I
福
岡
p.
81
モ
ロ
ー
チ
　
シ
ョッ
タ
ガ
ナ
ー
も
ら
っ
て
　
作
っ
て
い
た
け
ど
ね
。
も
ら
っ
て
　
作
っ
て
い
た
よ
。
D-
2
18
-I
I
大
分
p.
12
4
モ
ー
　
シ
ョー
ガ
ツ
ガ
　
ク
ン
ノ
ジ
ャ
ガ
ナ
ー
エ
も
う
　
正
月
が
　
来
る
の
だ
が
ね
。
も
う
正
月
が
　
来
る
ん
だ
よ
。
D-
2
18
-I
I
大
分
p.
13
3
タ
コ
　
ア
ゲ
ヨ
ッ
タ
ガ
ナ
ー
凧
[を
]　
上
げ
て
い
た
け
ど
ね
。
凧
を
　
上
げ
て
い
た
よ
。
D-
2
18
-I
I
大
分
p.
14
8
ア
ン
マ
リ
　
イ
ー
　
コ
タ
ー
　
ネ
ー
ロ
ガ
エ
あ
ん
ま
り
　
い
い
こ
と
は
　
な
い
だ
ろ
う
が
あ
ん
ま
り
　
い
い
こ
と
は
　
な
い
だ
ろ
う
B
18
-I
I
大
分
p.
16
5
トリ
　
キ
ヨ
ッ
タ
ガ
[私
の
と
こ
ろ
に
も
]　
と
り
に
　
来
て
い
た
が
。
[私
の
と
こ
ろ
に
も
]　
と
り
に
　
来
て
い
た
よ
D-
2
18
-I
II
宮
崎
p.
19
0
リ
ョー
　
シ
ヤ
ッ
タ
ガ
ナ
ー
漁
を
　
さ
れ
た
が
ね
。
漁
を
さ
れ
て
い
た
よ
。
D-
2
18
-I
II
宮
崎
p.
19
3
ボ
ケ
ア
ミ
ガ
　
デ
ヨ
ッ
タ
ガ
ナ
ー
棒
受
け
網
が
　
出
て
い
た
が
ね
。
棒
受
け
網
が
　
出
て
い
た
よ
。
D-
2
18
-I
II
宮
崎
p.
19
8
サ
ン
ジ
ュ
ー
ネ
ン
グ
ラ
イ
　
ナ
ン
ナ
ッ
ド
ガ
ー
30
年
くら
い
[に
] 　
な
り
な
さ
る
だ
ろ
う
が
。
30
年
くら
い
[に
] 　
な
り
な
さ
る
だ
ろ
う
。
B
18
-I
II
宮
崎
p.
19
8
ア
ッ
タ
ガ
ナ
ー
あ
っ
た
よ
ね
あ
っ
た
よ
D-
2
18
-I
II
宮
崎
p.
19
9
ハ
ラ
ヒ
トツ
、
ハ
ラ
ヒ
トツ
　
ワ
タ
リ
ヨ
ッ
タ
ガ
ナ
ー
腹
い
っ
ぱ
い
　
腹
い
っ
ぱ
い
　
も
ら
え
て
い
た
が
ね
。
腹
い
っ
ぱ
い
腹
い
っ
ぱ
い
　
も
ら
え
て
い
た
よ
。
D-
2
18
-I
II
宮
崎
p.
20
0
ヒ
トニ
　
ク
レ
ナ
ッ
トガ
　
オ
イ
カ
ッ
タ
ロ
ガ
他
人
に
　
お
や
り
に
な
る
の
が
　
多
か
っ
た
だ
ろ
う
よ
。
他
人
に
　
お
や
り
に
な
る
の
が
　
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
B
18
-I
II
宮
崎
p.
20
6
マ
ー
コ
ッ
チ
ャ
ガ
本
当
だ
ね
本
当
だ
よ
D-
2
18
-I
II
宮
崎
p.
20
7
コ
ー
ケ
イ
シ
ャ
ガ
　
オ
ラ
ン
ゴ
ッ
　
ナ
ッ
タ
ガ
。
後
継
者
が
　
い
な
い
よ
う
に
　
な
っ
た
ね
。
後
継
者
が
　
い
な
くな
っ
た
じ
ゃ
な
い
C
18
-I
II
宮
崎
p.
20
7
リ
ョー
シ
ニ
　
ナ
ル
コ
ワ
　
オ
ラ
ン
ガ
。
漁
師
に
な
る
子
は
い
な
い
よ
。
漁
師
に
な
る
子
は
い
な
い
じ
ゃ
な
い
C
18
-I
II
宮
崎
p.
21
8
ツ
レ
テ
イ
キ
ャ
ラ
ン
ド
ガ
連
れ
て
い
か
れ
な
い
だ
ろ
う
が
。
連
れ
て
い
か
れ
な
い
だ
ろ
う
。
B
18
-I
II
宮
崎
p.
22
0
マ
ケ
ナ
ラ
ン
ガ
負
け
な
さ
ら
な
い
よ
。
負
け
な
さ
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
C
18
-I
II
宮
崎
p.
22
1
X6
チ
ュ
テ
　
オ
ッ
タ
ガ
ナ
X6
と
い
っ
て
　
い
た
が
ね
X6
と
い
う
の
が
い
た
じ
ゃ
な
い
C
18
-I
II
宮
崎
p.
24
3
オ
トー
トガ
　
コ
ド
モ
オ
　
モ
ロ
チ
ョン
ナ
ッ
トヤ
ロ
ガ
ー
弟
の
　
子
ど
も
を
　
も
ら
っ
て
い
な
さ
る
の
だ
ろ
う
が
。
弟
の
　
子
ど
も
を
　
も
ら
っ
て
い
な
さ
る
の
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
28
キ
テ
ノ
　
ナ
カ
ロ
ー
ガ
[嫁
に
] 来
る
人
が
　
な
い
だ
ろ
う
が
[嫁
に
] 来
る
人
が
　
な
い
だ
ろ
う
C
19
-I
佐
賀
p.
52
ネ
ラ
ル
ン
ミ
ャ
ー
ガ
[自
分
も
]寝
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
。
[自
分
も
]寝
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
53
キ
ラ
ン
バ
ジ
ャ
ッ
タ
ロ
ガ
切
ら
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
。
切
ら
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
55
トラ
ン
バ
イ
カ
ン
カ
ッ
タ
ロ
ー
ガ
と
ら
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
。
と
ら
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
66
マ
ル
カ
シ
キ
ラ
ン
ヤ
ロ
ガ
束
ね
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
。
束
ね
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
58
ミ
シ
ェ
ツ
ケ
ノ
ゴ
ト　
ナ
ロ
ー
ガ
見
せ
つ
け
の
よ
う
に
　
な
る
だ
ろ
う
が
。
見
せ
つ
け
の
よ
う
に
　
な
る
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
64
ネ
トッ
　
ウ
チ
　
ゴ
ハ
ン
ノ
　
デ
キ
ュ
ー
ガ
寝
て
い
る
　
う
ち
[に
]　
ご
飯
が
　
で
き
る
だ
ろ
う
が
。
寝
て
い
る
　
う
ち
[に
]　
ご
飯
が
　
で
き
る
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
65
オ
カ
ズ
ダ
ケ
ケ
ン
ガ
　
モ
ー
　
ハ
ヤ
カ
ロ
ー
ガ
お
か
ず
だ
け
だ
か
ら
　
も
う
　
早
い
だ
ろ
う
が
。
お
か
ず
だ
け
だ
か
ら
　
も
う
　
早
い
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
76
ム
カ
シ
ャ
　
ソ
ガ
ン
ジ
ャ
　
ナ
カ
ロ
ー
ガ
昔
は
　
そ
ん
な
で
は
　
な
い
だ
ろ
う
が
。
昔
は
　
そ
ん
な
で
は
　
な
い
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
o,
81
マ
カ
ニ
ャ
ー
シ
テ
ノ
　
ア
ロ
ー
ガ
炊
事
す
る
人
が
　
あ
る
だ
ろ
う
が
。
炊
事
す
る
人
が
　
あ
る
だ
ろ
う
。
D
19
-I
佐
賀
p.
82
コ
ド
ン
ガ
　
ナ
イ
ノ
カ
ノ
　
タ
ブ
ン
ミ
ャ
ー
ガ
子
ど
も
が
　
な
ん
の
か
の
　
食
べ
な
い
だ
ろ
う
が
。
子
ど
も
が
　
な
ん
の
か
の
　
食
べ
な
い
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
83
ツ
ケ
モ
ン
ジ
ャ
イ
　
ア
ッ
ガ
　
ソ
イ
デ
　
ヨ
カ
ッ
タ
ロ
ー
ガ
漬
け
物
か
　
あ
れ
ば
　
そ
れ
で
　
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
が
。
漬
け
物
か
　
あ
れ
ば
　
そ
れ
で
　
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
88
キ
ャ
ー
ヤ
　
イ
カ
ン
バ
ヤ
ッ
タ
ロ
ー
ガ
―
買
い
に
　
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
が
。
買
い
に
　
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
89
タ
メ
ガ
メ
バ
　
ツ
ク
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ロ
ガ
溜
が
め
を
　
作
っ
て
あ
っ
た
ろ
う
が
。
溜
が
め
を
　
作
っ
て
あ
っ
た
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
91
ノ
ッ
テ
　
ス
ッ
ゴ
ト　
ナ
イ
ヨ
ロ
ー
ガ
乗
っ
て
　
[作
業
を
]す
る
よ
う
に
　
な
っ
て
い
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
。
乗
っ
て
[作
業
を
]す
る
よ
う
に
　
な
っ
て
い
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
91
ナ
ン
デ
ン
　
ソ
ノ
ゴ
トク
ヤ
ロ
ー
ガ
な
ん
で
も
　
そ
ん
な
ふ
う
だ
ろ
う
が
。
な
ん
で
も
　
そ
ん
な
ふ
う
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
91
ガ
シ
コ
　
カ
ワ
ッ
トロ
ー
ガ
こ
れ
だ
け
　
変
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
。
こ
れ
だ
け
　
変
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
96
ジ
ョー
ヨ
ー
二
　
ノ
ッ
ゴ
ト　
ナ
ッ
タ
ロ
ー
ガ
乗
用
[ト
ラ
ク
タ
ー
]に
　
乗
る
よ
う
に
　
な
っ
た
ろ
う
が
。
乗
用
[ト
ラ
ク
タ
ー
]に
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
97
ハ
ラ
ゴ
エ
ノ
ゴ
タ
ッ
テ
ン
　
ナ
イ
テ
ン
ヤ
ッ
タ
ロ
ー
ガ
。
妊
娠
中
の
よ
う
な
の
と
か
　
な
ん
と
か
だ
っ
た
ろ
う
が
。
妊
娠
中
の
よ
う
な
の
と
か
な
ん
と
か
だ
っ
た
ろ
う
。
C
19
-I
佐
賀
p.
98
オ
ジ
ー
サ
ン
　
マ
ッ
ス
グ
　
ヒ
ャ
ク
シ
ョー
ジ
ャ
ロ
ー
ガ
。
お
じ
い
さ
ん
[は
]　
ま
っ
す
ぐ
　
百
姓
だ
ろ
う
が
。
お
じ
い
さ
ん
[は
]　
ま
っ
す
ぐ
　
百
姓
だ
ろ
う
。
C
19
-I
I
長
崎
p.
12
6
オ
トク
イ
サ
ン
ニ
　
モ
ッ
テ
イ
ク
デ
ス
ガ
お
得
意
さ
ん
に
　
持
っ
て
行
くの
で
す
が
お
得
意
さ
ん
に
　
持
っ
て
行
くん
で
す
よ
D-
2
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19
-I
I
長
崎
p.
12
9
ウ
リ
ユ
ク
　
シ
トモ
　
ソ
レ
ゾ
レ
　
オ
ル
デ
ス
ガ
売
り
行
く　
人
も
　
そ
れ
ぞ
れ
　
い
る
の
で
す
が
売
り
行
く　
人
も
　
そ
れ
ぞ
れ
　
い
ま
す
よ
D-
2
19
-I
I
長
崎
p.
13
3
イ
レ
テ
　
モ
ッ
テ
イ
キ
ヨ
ル
デ
ス
ガ
入
れ
て
　
持
っ
て
い
っ
て
い
る
の
で
す
が
入
れ
て
　
持
っ
て
い
っ
て
い
る
の
で
す
よ
D-
2
19
-I
I
長
崎
p.
15
9
ハ
イ
テ
　
イ
タ
デ
ス
ガ
ネ
は
い
て
　
行
っ
た
の
で
す
が
ね
は
い
て
行
っ
た
の
で
す
よ
D-
2
19
-I
II
熊
本
p.
18
6
ナ
ン
トカ
　
イ
オ
ッ
タ
ガ
ネ
ー
な
ん
と
か
　
言
っ
て
い
た
が
ね
な
ん
と
か
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
C
19
-I
II
熊
本
p.
18
6
ナ
ン
トカ
　
イ
ウ
ォ
ッ
タ
ガ
な
ん
と
か
　
言
っ
て
い
た
が
。
な
ん
と
か
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
C
19
-I
II
熊
本
p.
19
7
ワ
ー
ン
　
チ
ュ
ー
ツ
ロ
ガ
ナ
。
ワ
ー
ン
　
と
言
っ
た
ろ
う
が
ね
。
ワ
ー
ン
　
と
言
っ
た
ろ
う
。
C
19
-I
II
熊
本
p.
20
2
シ
ッ
トッ
ド
ガ
ナ
。
知
っ
て
る
だ
ろ
う
が
ね
。
知
っ
て
る
だ
ろ
う
。
C
19
-I
II
熊
本
p.
20
9
ア
ユ
ー
デ
　
モ
ド
ッ
ヨ
ッ
タ
ガ
ナ
。
歩
い
て
　
戻
っ
て
い
た
が
ね
。
歩
い
て
戻
っ
て
い
た
じ
ゃ
な
い
C
19
-I
II
熊
本
p.
21
4
ミ
セ
テ
モ
　
ヨ
カ
ガ
。
見
せ
て
も
　
い
い
が
。
見
せ
て
も
　
い
い
よ
。
D-
2
19
-I
II
熊
本
p.
22
1
メ
シ
　
ク
テ
カ
ラ
　
オ
ナ
ゴ
ワ
　
ジ
ャ
ロ
ガ
ナ
ご
は
ん
[を
]　
食
べ
て
か
ら
　
女
は
　
[入
る
の
]だ
ろ
う
が
ね
。
ご
は
ん
[を
]食
べ
て
か
ら
女
は
[入
る
の
だ
っ
た
]だ
ろ
う
。
C
19
-I
II
熊
本
p.
22
8
ア
ス
コ
ジ
ャ
ロ
ガ
ナ
あ
そ
こ
だ
ろ
う
が
ね
あ
そ
こ
だ
ろ
う
C
19
-I
II
熊
本
p.
23
0
オ
レ
ー
テ
ミ
ヤ
ッ
タ
ゲ
ナ
ガ
下
し
て
み
ら
れ
た
そ
う
だ
が
お
ろ
し
て
み
ら
れ
た
そ
う
だ
よ
D-
2
19
-I
II
熊
本
p.
23
1
イ
ー
ヤ
ッ
タ
　
チ
ュ
ー
ガ
ナ
言
わ
れ
た
　
と
い
う
[話
だ
]が
ね
言
わ
れ
た
と
い
う
話
だ
よ
。
D-
2
19
-I
II
熊
本
p.
23
4
フ
テ
　
コ
ト　
ユ
ー
テ
　
カ
タ
イ
オ
ッ
トヤ
ッ
タ
ガ
大
き
い
　
こ
と
[を
]　
言
っ
て
　
話
し
て
い
る
の
だ
っ
た
が
。
大
き
い
こ
と
を
言
っ
て
話
し
て
い
た
よ
。
D-
2
19
-I
II
熊
本
p.
24
2
カ
ン
ソ
シ
ツ
　
ツ
ク
ッ
テ
ア
イ
ガ
ナ
乾
燥
室
[を
]　
作
っ
て
あ
る
が
ね
。
乾
燥
室
を
作
っ
て
あ
る
よ
。
D-
2
19
-I
II
熊
本
p.
24
6
ヤ
ク
ヒ
ン
カ
 ナ
ン
カ
ン
 ナ
ル
グ
タ
ッ
フ
ー
ナ
 ハ
ナ
シ
ジ
ャ
ッ
タ
ガ
ナ
薬
品
か
　
な
に
か
に
　
な
る
よ
う
な
ふ
う
な
　
話
だ
っ
た
が
ね
。
薬
品
か
　
な
に
か
に
　
な
る
よ
う
な
　
話
だ
っ
た
よ
。
D-
2
19
-I
II
熊
本
p.
24
6
ソ
ギ
ャ
ン
シ
タ
　
ハ
ナ
シ
モ
　
キ
イ
タ
ガ
ナ
。
そ
う
し
た
　
話
も
　
聞
い
た
が
ね
。
そ
う
し
た
　
話
も
聞
い
た
よ
。
D-
2
20
-I
鹿
児
島
p.
26
 
ソ
イ
ガ
　
ダ
イ
イ
ッ
カ
イ
ヂ
ャ
ッ
タ
ガ
ナ
そ
れ
が
　
第
一
回
だ
っ
た
か
な
。
第
一
回
だ
っ
た
よ
D-
2
20
-I
鹿
児
島
p.
26
 
イ
ノ
イ
チ
コ
°
―
カ
°
　
X1
ク
ン
ヂ
ャ
ッ
タ
ロ
カ
°
ヨ
第
一
号
が
　
X1
君
だ
っ
た
ろ
う
が
ね
。
X1
君
だ
っ
た
ろ
う
C
20
-I
鹿
児
島
p.
29
リ
ッ
グ
ン
　
イ
ッ
タ
ロ
カ
°
ナ
。
陸
軍
[に
]　
行
っ
た
ろ
う
が
。
陸
軍
[に
]　
行
っ
た
ろ
う
C
20
-I
鹿
児
島
p.
29
ヤ
ッ
タ
ッ
ガ
ナ
だ
っ
た
け
ど
ね
。
だ
っ
た
よ
D-
2
20
-I
鹿
児
島
p.
33
ハ
ジ
マ
ッ
テ
カ
ラ
コ
ッ
チ
オ
　
ユ
トゴ
イ
ヂ
ャ
ッ
トガ
イ
　
イ
マ
。
始
ま
っ
て
以
降
の
　
こ
と
を
　
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
　
今
。
始
ま
っ
て
以
降
の
　
こ
と
を
　
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
よ
今
。
D-
2
20
-I
鹿
児
島
p.
39
オ
(ン
）ヂ
ヂ
ャ
イ
カ
°
お
じ
さ
ん
だ
が
お
じ
さ
ん
だ
よ
D-
2
20
-I
鹿
児
島
p.
39
オ
(ン
）ヂ
ヂ
ャ
イ
カ
°
お
じ
さ
ん
だ
が
お
じ
さ
ん
だ
よ
D-
2
20
-I
鹿
児
島
p.
51
グ
ン
ノ
　
ア
イ
ヂ
ャ
　
ナ
カ
ッ
タ
ヤ
ロ
ガ
軍
の
あ
れ
で
は
　
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
軍
の
あ
れ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
C
20
-I
鹿
児
島
p.
51
コ
ン
　
ゲ
ン
エ
キ
ガ
　
タ
イ
ワ
ン
ヂ
ャ
ッ
タ
ロ
ー
カ
°
ナ
ハ
ラ
こ
の
　
現
役
が
　
台
湾
だ
っ
た
ろ
う
が
ね
台
湾
だ
っ
た
ろ
う
C
20
-I
鹿
児
島
p.
52
ヂ
ャ
ッ
タ
ロ
カ
°
そ
う
だ
っ
た
ろ
う
よ
。
そ
う
だ
っ
た
ろ
う
A
20
-I
鹿
児
島
p.
58
ソ
イ
ク
サ
　
ロ
ー
ジ
ン
ノ
シ
ヂ
ャ
ッ
タ
ロ
ガ
ナ
そ
れ
こ
そ
　
老
人
た
ち
だ
っ
た
ろ
う
よ
そ
れ
こ
そ
　
老
人
た
ち
だ
っ
た
ろ
う
C
20
-I
鹿
児
島
p.
74
モ
ー
　
ナ
ン
ダ
ヂ
ャ
イ
ガ
も
う
　
涙
だ
が
も
う
　
涙
だ
よ
D-
2
20
-I
鹿
児
島
p.
75
コ
ッ
カ
イ
　
トイ
オ
ッ
タ
カ
°
　
ア
ン
タ
こ
こ
か
ら
　
飛
ん
で
い
た
が
　
あ
れ
は
。
こ
こ
か
ら
　
飛
ん
で
い
た
じ
ゃ
な
い
C
20
-I
鹿
児
島
p.
76
オ
マ
イ
リ
ワ
　
シ
チ
ャ
ミ
ラ
ン
ガ
ー
お
参
り
は
　
し
て
は
み
な
い
が
。
お
参
り
は
　
し
て
な
い
よ
D-
2
20
-I
鹿
児
島
p.
79
X3
0ア
ン
サ
ン
ニ
ャ
　
ク
マ
モ
トヂ
ャ
ッ
ド
カ
°
ナ
ー
。
X3
0お
に
い
さ
ん
は
　
熊
本
だ
っ
た
が
ね
。
熊
本
だ
っ
た
ろ
う
C
20
-I
鹿
児
島
p.
83
ゲ
ン
チ
シ
ョー
シ
ュ
ー
ヂ
ャ
ッ
タ
ロ
カ
°
　
ア
ッ
チ
ヂ
ェ
現
地
招
集
だ
っ
た
ろ
う
が
　
あ
ち
ら
で
。
現
地
招
集
だ
っ
た
ろ
う
。
D-
2
20
-I
鹿
児
島
p.
83
X3
4ア
ン
サ
ン
カ
°
　
トゲ
ー
　
オ
ッ
タ
ロ
カ
°
X3
4お
に
い
さ
ん
の
　
と
こ
ろ
に
　
い
た
だ
ろ
う
よ
X3
4お
に
い
さ
ん
の
　
と
こ
ろ
に
　
い
た
だ
ろ
う
C
20
-I
鹿
児
島
p.
91
コ
ー
タ
イ
デ
　
モ
ユ
ー
　
シ
オ
ッ
トロ
カ
°
交
代
で
　
守
り
を
　
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
。
交
代
で
　
守
り
を
　
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
C
20
-I
鹿
児
島
p.
94
ア
ス
コ
オ
　
ハ
イ
キ
ッ
テ
カ
ラ
ヂ
ャ
ッ
タ
ロ
カ
°
あ
そ
こ
を
　
ふ
さ
い
で
か
ら
だ
っ
た
ろ
う
が
ね
。
あ
そ
こ
を
　
ふ
さ
い
で
か
ら
だ
っ
た
ろ
う
A
20
-I
鹿
児
島
p.
99
コ
ッ
チ
ヂ
ャ
ッ
タ
ロ
ガ
あ
と
だ
っ
た
ろ
う
か
あ
と
だ
っ
た
ろ
う
A
20
-I
鹿
児
島
p.
99
キ
チ
ェ
カ
°
イ
　
イ
ッ
キ
ヂ
ャ
ッ
タ
カ
°
来
て
か
ら
　
す
ぐ
だ
っ
た
か
来
て
か
ら
　
す
ぐ
だ
っ
た
よ
D-
2
20
-I
鹿
児
島
p.
99
コ
ッ
チ
ヂ
ャ
ッ
タ
ロ
ガ
あ
と
だ
っ
た
ろ
う
か
あ
と
だ
っ
た
ろ
う
A
20
-I
鹿
児
島
p.
10
5
ソ
ン
　
モ
ヂ
ュ
　
ナ
ク
°
イ
　
トシ
ヂ
ャ
ッ
タ
ロ
カ
°
そ
の
　
餅
を
　
投
げ
る
　
年
だ
っ
た
ろ
う
か
そ
の
　
餅
を
　
投
げ
る
　
年
だ
っ
た
ろ
う
C
20
-I
鹿
児
島
p.
10
5
ヂ
ャ
ラ
セ
ン
ヂ
ャ
ッ
タ
ロ
ガ
　
タ
ッ
カ
そ
う
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
　
確
か
そ
う
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
　
確
か
A
